
論

説コ
ロ
ン
ビ

ア
経
済

に
お
け

る
安
定
と
成
長

大

原

美

範

は
し
が
き

1

コ
ロ
ン
ビ

ア
は
近
年
左
翼

ゲ
リ
ラ
の
破
壊
活
動

や
麻
薬

カ

ル
テ
ル
の
横
行
と

い
う
よ
う
な
弔
人
な
社
会
的
政
治
的
圧
力

の
も
と

に
お
か

れ

て
い
る
。

そ

れ

に
も

か
か

わ

ら
ず

そ

の
経

済

は
本
質

的

に
資

奎

義

、
自

由

†
義

路

線

を
貴

い

て
お

り
、

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
諸

国
中

異

色

の
発

展

を

と

げ

て
い
る
。

そ

の
特

異
性

は
第

一
に
成

長

が
適
度

の
率

を
も

っ
て
平

均

的

に
行

な
わ

れ

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

一
九

八
〇
年

代

に
他

の

ラ

テ

ン

・
ア

メ
リ

カ
諸
国

が

「
失

わ
れ

た

八
〇
年

代

」

と

い
わ

れ

る

よ
う

に
著

し

く
低

い
成

長
率

を

続

け

た
時

期

に

コ

ロ
ン
ビ

ア
は

ラ

テ

ン

・
ア

メ
リ

カ
諸

国
中

最

も
高

い
成
長

率

を
維

持

し

た

こ
と

に
も

示

さ

れ

る
。

第

二

に
物

価

上

昇
率

が

比
較

的

低

く
、

安
定

し

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

一
九

七

〇
、

八

〇
年

代

に
年

率

二
〇

～

三
〇

%

で
あ

っ
て
・

他

の
セ

要

な

ラ

テ

ン

.
ア
メ

リ

カ
諸

国

が

一
九

八

〇

年

代

に

一
〇

〇

%

を

こ
え
、

あ

る
国

は
数

千

パ

ー

セ

ン
ト

に

の
ぼ

る
高

率

の
イ

ン

フ
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レ
↓

ヨ
ン
を
経
験

し

た

こ
と
を
考

え

る
と

コ

・
ン
ビ

ア
は

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ

カ

の
新

興

L
業
国

中

最
も

物
価

が

安
定

し

た
国

で
あ

っ
た

と

い
う

こ
と
が

で
き

る
・

こ
の
た

め

に
は
財
政

ヒ小
字

を
削

減

す

る

に
努

め
、
常

に
堅
実

な

通
貨

政
策

を
実

施

し

て
き

た
。

国
際

収
支

は
比

較
的

健

全

で
あ

り
・
経

常
収

支

が
赤

字

で
あ

っ
て
も
是

認

し

・つ
る
程

度

で
あ

り
、

対

外
準

備

は
平
均
輸

入
額

の

四

.
六

ヵ
月

分

を
維
持

し

た
・

国
営

企
業

の
経

営

も
概

し

て
良
好

で
あ

っ
て
、

近
年

メ
キ

シ

コ
や

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
で
お

き

た
よ
・つ
に
大
規

模

な

民
営

化

に
取
組

ま
ざ

　
ユ

　

る
を

え
な

い
事

態

に
陥

る

こ
と
も

な

か

っ
た
。

第
三

に
対
外
債
務

は
存
在
す
る
が
、

冗

八
〇
年
代

に
ラ
テ
で

ア
メ
男

の
ほ
と
ん
ど

の
国
が
対
外
霧

の
重
圧

に
苫
し
ん
だ
時
代

に
も

リ

ス
ケ

ジ

ュ
ー
リ

ン
グ

に
訴

え

る

こ
と

な

ノ＼

国
際

的

信

用
を
保

っ
て

い
た
。

第

四
に
新
興
棄

国
と

い
わ
れ
る
ラ
テ

で

ア
メ
リ
カ
の
国

々
は
輸
入
代
埜

業
を
麟

と
し

て
工
業
化
を
進

め
た
の
で
、
国
内
工
業

の
保
護
を
手
厚
く
し
・
畠

義

経
済
体
制

の
維
持

に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ

.
た
。

コ
・
ン
ビ

ア
も
輸
入
代
埜

業
化
を
進
め
た
が
、
他

の
ラ

テ

ン

・
ア
メ

リ
カ
諸
国

に
比

べ

て
保
護

の
水

準

は
比
較

的

低

く
、
常

々
貿
易

の
自
由

化

に
配

慮

し

て

い
た
。

そ

の
結
果

コ

。
ン
ビ

ア

の
工
業

化

は

冗

六
〇

年
代

末

か

・り
七

〇
年

代
半

ば

に
か
け

て
強

力

に
推

し
進

め

・り
れ
、

蒔

は
工
業

製
。
…
の

輸

出

も

増

加

し

た

・

冗

L

O

年

代

に

コ

・

ン
ビ

ア
は

国

連

ラ

テ

ン

・
ア

メ

リ

カ
経

済

委

員

会

(
E
C
L
A
、
国
。
。
コ
・
巳

。
。
。
垂

.

.
δ
づ
h。
.

富

げヨ

》
日
Φ
ユ
鍵

)

に

よ

っ
て

「
準

工

業

地

域

毎

σq
一曾

ω
Φ
∋
一よ
づ
α
ロ
蓉
「
δ
一一鑓

α
餌
」

(
ブ

ラ

ジ

ル
、

メ
キ

シ

コ
、

ア

ル

ゼ

ン
チ

ン
、

ベ

ネ

ズ

エ
ラ
を
含
む
)

に
導

な

っ
た
国
と
評
価

施

、
鼻

銀
行
も
製
造
L
業
お
よ
び
棄

製

。㎜
が
国
内
総
生
講

よ
び
商
.
…
糟

の
二
。
%

以
上
を
占
め
る

甲

準

業
国

.・§

;

乙
=
.・
喜

琶

8

§

霧

」
の

;

に

コ
・
ン
ビ

ア
を
あ
げ

て
い
る
。
し
か
三

九
七
〇
年
代

末

に
は
・11
業

部

門

の
地

位

が
低
下

し
、

以
L

の
よ

う
な
評

価

も
薄

れ

て
き

た
。

本

稿

は
以
上

に
概

し

た

コ

・
ン
ビ

ア
経
済

の
響

に
み
・り
れ

る

ラ

テ

ン

.
ア
メ
リ

ヵ

で
は
異
例

と

も

い
え

る
堅
実

性

を
明

か

に
す

る

こ

と

を

ね

ら

い
と

す

る
。
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コ

ロ
ン
ビ

ア

に

コ
ー
ヒ

i
生
産

が
始

ま

る

の
は

一
九

世
紀

半

ば
頃

か

ら

で
あ

っ
て
、

も

っ
ぱ

ら
輸
出

に
向

け
ら

れ
、

一
九

.
↓○
年

代

に

は

コ
ー

ヒ
!
が
輸
出

の
七

、左

%
を
占

め

た
。

一
九

世
紀

末

か

ら

、
」○
世

紀
初

め

に
か
け

て

の

コ
ー

ヒ
ー

・
ブ

ー

ム
期

に

コ

ロ
ン
ビ

ア
で
は
鉄

道
網

の
敷
設

に
よ

る
運
輸

網

の
整

備
、

通

信

網

の
拡
充

、

製
造

工
業

の
最

初

の
出
現

が

み
ら

れ
、
経

済

の
近

代

化

が
開

始

さ
れ

た
。

し

か
し
外

国
投

資

家

に
と

っ
て

コ

ロ
ン
ビ

ア

の
魅

力

は
小

さ
く
、

他

の

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
諸

国

に
比

べ
て
外

資

の
電
要
性

は
低

か

っ
た
。

輸

入
代

替

K
業

が
興

さ

れ
た

の
は

こ

の
時

代

で
あ

っ
て
、

工
業

製

品
特

に
非

耐
久

消

費
財

の
生

産

が

二
〇
世

紀

の
最
初

の

一
〇
年

代

に
始

ま

り
、
第

一
次

世

界
大

戦
中

の
貿
易
停

滞

期

に
増

加
し

た
。

一
九

二
〇
年

代

の
著

し

い
経

済

成
長

に
も

か

か

わ

ら
ず

一
九

三
〇

年
代

の
世
界

的

不
況

と

第

二
次
世

界
大

戦

は

コ

ロ
ン
ビ

ア
経
済

の
順

調

な

発

展

を
妨

げ

た
。

そ

の
間

外
国

か

ら

の
⊥
業

製

品
輸

人

の
制

限

は
消

費
向

け
崖
活

必

需

品

の
た

め

の
国
内

生

産

を
促

進

し
、
織

物

・

食

料

品
、

飲

料
、

セ
メ

ン
ト
な

ど

の
工
業
製

品

に

つ
い

て
輸
人

代
替

へ
の
刺
激

を
生

じ
、

工
業
化

の
基
盤

が
徐

々

に
形

成

さ

れ
た
。

一
九

四
五
～

五

四
年

に

コ

ロ
ン
ビ

ア
経
済

は

コ
ー

ヒ
ー

の
国

際
価

格

の
h
昇

に
よ

っ
て
活

況

を
呈

し

た
。
輸

出

は
増

加

し
、

一
九

四

五

～

五
六

年

の
固

定
資

本
純

投

資

率

は

一
四

.
八

%

と

一
九

三
〇
年

代

の
投
資
率

を
大
幅

に
ヒ

ま

わ
り
、

急
速

な
成

長

を

記
録

し

た
。

一
九

四
五

～

五
六

年

間

の
年
平

均

成
長

率

は
五

・
一

一
%

に

の
ぼ

っ
た
。

こ

の
順

調
な

成
長

は

一
九
五

八
年

ま

で
続

い
た
。

一
九

五
〇

～
五

七
年

に

は

コ
…
ピ

ー
産
業

に
加

え

て
他

の
諸

産
業

と

サ

ー
ビ

ス
部

門

の
発

展

が
著

し

か

っ
た
。

消
費

向

け

工
業
製

品

を

国

内

で
生

産
す

る
体

制

が

つ
く
ら

れ
、

多

く

の
製
造

L
業

が
建
設

さ
な

旭
。

一
九

五
〇

年

代
末

か

ら

一
九

六
〇

年
代

に
か

け

て

コ
ー

ヒ
ー

の
国

際
価

格

が
低

落

し

た

の

で
交

易
条

件

が
悪
化

し
、
貿

易
収

支

は
赤

字
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「
-

」

1

-
l

i

隔
I
I
-
1
1

1
ーー
ーI
I
ー
旨
ー

ー
ー

と
な

り
、

粗

投
資

率

が

低
下

し

て
成
長

率

も

低
く

な

っ
た
。

し

か
し

一
九
六

七
年

か

ら
は
非
伝

統

的

商
品

の
輸
出

を

重
視

す

る
政

策

が

と
ら

れ

た

の

で
工
業

製

口
…
の
輸
出

も
増

加

し
、

国
内

総

生
産

成

長
率

は

一
九

六

七
～

し

四
年

に
年

平

均
六

・
四
ヒ

%

に
上
昇

し
た
。

そ
れ

に
も

か

か

わ
ら

ず

一
九

ヒ

○
年

代

半
ば

か
ら
輸

出
促

進

政

策

に
も
微

妙

な

変
化

が
あ

ら

わ

れ
た
.、

コ
ー

ヒ
i
国

際

価
格

の
上

昇

に
伴

っ
て
外

貨
収

入

が
増

加

し

た

の

で
輸
入

が
容

易

に

な

り
、
工
業
部

門
自

体

が
む

し

ろ
停
滞

に
転

じ
、
製

口
…
輸
出

も
減
少

し

始
め

た
。
そ
れ

に
伴

っ
て

成

長
率

も

低
ド

し

、

一
九

L

四
～

八
〇

年

に
は
年

平

均

四

.
八

四
%

に
落

ち

た
。

一
九

八
〇

年
代

に

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
諸

国

は
対

外
債

務

問
題

に
悩

ま

さ
れ
、

膨

大

な
対

外

債

務
を

か

か

え

て
リ

ス
ケ
ジ

ュ
1
リ

ン
グ

に
狂
奔

し
、

成

長
率

は
著

し
く

低
下

し

た
。

し

か
し

な

が
ら

コ

ロ
ン
ビ

ア
の
み
は

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
経

済

が

「
失

わ

れ

た
八
〇
年

代

」

と

い
わ
れ

る
ほ
ど

に
低

迷

し

て

い
た
時

期

に
も
比

較

的
安

定

し

た
成
長

を

達
成

し
、

ラ

テ

ン

.
ア
メ
リ

カ

諸

国
中

随

一
の
成
長

率

を

紀
録

し

た
。

一
九

八

一
～
九

一
年

間

の
成

長

は
累

計

四
六

・
八
%

に
の
ぼ

り
、

年

平
均

四

.
七

%

で
あ

っ

た
。

一
人

当

た

り

で

は
累
計

一
ヒ

・
五

%

で
あ

っ
て
、

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ
カ
諸

国
中

東

カ

リ

ブ

海

諸
国

を

除

く
と

第

一
位

の
成
長

で
あ

っ
た
。

こ
の
間

ラ

テ

ン

・
ア
メ

リ
カ

の
平

均

で
は
累

計

一
六

・
三
%

、

一
人

当

た
り

で
は

マ
イ

ナ

ス
八

・
一
%

の
成

長

で
あ

っ
て
、

コ
ロ
ン
ビ

ア
の
成

ハ
ろ

　

長

は
平

均

を

は
か

る

に
L
回

る
水

準

に
あ

っ
た
。

コ

ロ
ン
ビ

ア
経

済

は

コ
ー

ヒ
;
市

場

の
動

向

か

ら
強

い
影
響

を
受

け

た
。

一
九

八
〇

～

八
五
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ラ
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ブ
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年

に

コ
ー

ヒ
ー
価

格

は

}
般

に
低

く
、

交

易

条
件

は
悪
化

し
、

国

内

の
公
共

お

よ

び
民

間
消
費

の
停
滞

は
経
済

成

長
率

を

低

く
抑

え

た
。

そ
れ

と

は
対

照
的

に

一
九

八

六
年

の
ブ

ラ
ジ

ル
の
霜

害

に
よ

る

コ
ー

ヒ

!
国

際
価

格

の
上

昇
期

に
交
易

条
件

は
著

し

い
改

善

を

み
せ
、

コ
…
ヒ

i
輸

出
収

入

は
六

〇

%
以
上

増

加

し
、

貯

蓄

を
増

す

と
と

も

に
財
政

を
改

善

し

た
。

そ

の
結
果

国
内

総

生
産

成
長

率

は

一
九

八
六

年

に
六

・
九

%

に
上
昇

し
、

八
し

年

も
五

・
六

%

の
水

準

に
あ

っ

た
。コ

ー

ヒ
ー

は

コ

ロ
ン
ビ

ア
に
お

い

て
長
期

に
わ

た

り
第

一
の
輸

出
商

品

で
あ

っ
た
。

加

[
や

輸

送

を
含

め

た

コ
ー

ヒ
ー
関

連

の
産

業

部
門

は
国
内

総
生

産

の
約

八

%
を
占

め

、

政
府

の
財

政

収

入

の

一
二
%
、

外
貨

収

入

の
ほ
ぼ
五

〇

%

に
寄
与

し

た
。

ま

た

コ
ー

ヒ
ー
産

業
部

門

は
三
〇

万
人

以
L

の
農

民

に
と

っ
て
生

活

の
場

で
あ

っ
た
。

し

か
も

コ

ロ
ン
ビ

ア
の

コ
ー

ヒ

ー
は

ラ
テ

ン

・
ア

メ
リ
カ

の

コ
ー
ヒ

ー
輸

出
国

中

最

も
品
質

が
高

か

っ
た

と

い
え

よ
う
。

コ

ロ
ン
ビ

ア
産

の

コ
ー

ヒ

ー
は

「
コ

ロ
ン
ビ

ア

・
マ
イ

ル
ド
」

と

呼
ば

れ
、

高

品
質

水
洗

式

ア

ラ
ビ
カ
種
[で
あ

る
。

特

に

コ

ロ
ン
ビ

ア
の

コ
ー
ヒ

ー
摘

取

り
作
業

は
赤

く
熟

し

た
実

の
み
を
摘

む

と

い
う

よ
う

に
ブ

ラ
ジ

ル
の
摘

み
取

り
方

式

と

は
違

い
、

品
質

の
高

い
商

品

を
輸

出

し

て
い
る

こ
と

で
有

名

　
ら

　

で
あ

る
。

そ

の
結

果

コ
…
ピ

ー
は

コ

ロ

ン
ビ

ア
第

一
の
輸

出

商

品

と
し

て
強

い
国

際
競

争
力

を

も
ち
、

外

貨
収

人

を
確

保

し

て
比
較

的

安

定

し

た
成

長

を
続

け

る

こ
と

が

で
き

た
。

コ
ロ
ン
ビ

ア
は
世

界

で
第

.
一位

の

コ
ー

ヒ
ー
生

産

国

で
あ

り
、

こ

の
生
産

物

は
価

格

が
非
常

に
不
安

定

で
あ

る

の

で
、

コ
ー

ヒ
ー
依

存

度

の
高

い
経

済

は

コ
ー

ヒ
ー
価

格

の
騰

落

に
よ

っ
て

備
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国
際
収
支
・
財
政
収
支

に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。
世
界
笙

の
生
産
国

は
こ

フ
ジ

ル
で
あ
る
が
、
近
年

は
2

フ
ジ

ル
の
降
霜

に
よ

.
て

〒

〒

価
格
が
激
変
し
・
国
際
価
格
が
暴
騰
す
る

∀と

が
あ
る
。
そ

の
時

に

コ
・
ン
ビ

ア
は
き
わ
め

て
有
利
な
蕩

に
お
か
れ

る
が
、

次
第

に
価
格
が
正
常
化
す
れ
ば

不
利
な
立
場

に
転
ず
る

こ
と

に
な
る
。

こ
の
た
め

コ
。
ン
ビ

ア
は
輸
嵩

品

の
多
角
化

に
努

め
た
の
で
、
非
伝
統
的
輸
出
商
品

で
あ

る
繊
維
、
石
炭
、
石

油
、

コ
ー
ヒ
ー
を
除

く
農
産
物

の
生
産

は

冗

八
三
～
八
六
年

に
年
平
均

6

%
上
昇
し
、
国
内
総
生
産

の
成
長

に
毒

し
た
。

冗

八
七
年

に
非
伝
統
的
商

品

の
輸
出

は

〒

ヒ
ふ

ら
の
収
入
を

こ
え
、
石
油
収

入
は

=

億
ド

ル
と
前
年
を
六
六
%
上
回

っ
た
。

コ
ー
ヒ
古

格
は

冗

八
六
年

に
ピ

ー

ク

に
達

し

て

い
た

の

で
・

コ

・
ン
ビ

ア
の
国

内

総
生

産

成
長
率

は

天

当

た
り

で
も

冗

八

四
年
以

来
低

い
と

は

い
え
で

フ
ス
成

長
を
続

け
た
・

兀

八
九
年

に
成
長
率

は
三

五

%
と
穏
や
か
な
成
長
を
続

け
、
禺

市
場

に
関
係
す

る
部
門
高

様

の
成
長

で
あ

.
た
。

コ
ー

ヒ
ー
部

門

で
は
輸

出
量

は
増

加

し

た

が
、
国

際
価

格

の
低

ド

傾
向

の
た

め
輸

出
額

は
減

少

し

た
。

元

九
〇
年

に
成
長
率

は
四

∴

%
に
L
昇
し
た
。
し
か
し
翌
九

犀

は
投
資

の
減
少
を
反
映
し

て
成
長
率
は
.
%

に
と
ど
ま

.
た
。

民
間
投
資

は
八

%
も

の
減
少

で
あ

っ
た
。

こ
の
収
縮

は
金
融

の
引
締

め
と
経
済

の
畠

化
が
逆

の
効
果
を
も
な

り
す
と

の
予
想
か

り
で

あ

っ
た
。

失
業

は
年
初

一
〇

∴

一一%

と
高

い
水
準

に
あ

っ
た
。

以
上

の
経

過

か

ら
も
明

か

な

よ

う

に

コ

・
ン
ビ

ア

の
国
内

総

生
産

は
、

国

民

経
済
計

算

が
中

央

銀
行

。。
・。
コ
。
。

島
.

一鋤

力
.
馨

=
。
鋤
に

よ

っ
て
規

則
的

に
作
成

さ
れ

る

よ
う

に
な

っ
た

冗

--

○
年
頃

か
ら

み

て
も

か
な

り
安

定
的

に
発
展

し

て
い
た
と

い
え

よ
.つ
。

全

期
間

を

通
じ
て
成
長

は
均
質
な
形

で
行

な
わ
れ
て
い
た
。

冗

五
〇
～
八
七
年

の
国
内
総
崖

の
平
均
成
長
率
は
四

.
九
%

で
あ

.
て
、
五
〇
～

　
ア

　

八
六
年
間

に
国
内
総
生
産
は
ほ
と
ん
ど
七
倍

に
な

っ
た
。

世
界
銀
行

の
統
計

に
よ
れ
ば

一
九
九
・
年

の
国
民
総
生
産

は
詫
.
パ

億

ド
ル
、

天

当
た
り
で
は

一
、
西

。
ド
ル
で
あ
諄

)因
み
に
ア

ル
ゼ

ン

チ

ン
ニ

三

七

〇

ド

ル
・

ブ

ラ

ジ

ル

・
一六

八

〇

ド

ル
、

メ

キ

シ

コ
、
、
四

九

〇

ド

ル
、

ベ

ネ

ズ

壬

フ
.
五

六

〇

ド

ル

で
あ

る

。
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コ

ロ

ン

ビ

ア
は

工

業

化

が

進

ん

だ

ラ

テ

ン

・
ア

メ

リ

カ

諸

国

の

う

ち

で

は

最

も

イ

ン

フ

レ

の
管

理

が

進

ん

で

い

る

国

で
あ

る

。

一
九

八

〇

年

代

に
も

物

価

上

昇

率

は
年

.平

均

.
、○

～

髄

○

%

に

維

持

さ

れ

て

お

り

、

ブ

ラ
ジ

ル
、

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン

の

よ

う

に

ハ
イ

パ

ー

・
イ

ン

フ

レ

ー

シ

ョ
ン

に
な

る

こ
と

は
避

け

ら

れ

た

し

、
メ

キ

シ

コ
、
ベ

ネ

ズ

エ

ラ

の

よ

う

に

一
〇

〇

%

前

後

の
物

価

上

昇

に

な

る

こ
と

も

免

れ

た

。

ラ

テ

ン

.
ア

メ

リ

カ

の

イ

ン

フ

レ

の

原

因

に

つ

い

て

は

モ

ネ

タ

リ

ス

ト

∋

o
コ
Φ
訂

ユ
処

お

よ

び

構

造

学

派

鴇
毎

6
ε

茜

一一。。
轡
の
立

場
か

ら
種
々
の
原
因
が
あ
げ
ら
れ

て
境

。

モ
ネ
タ
呈

走

従
え
ば
超
過
嬰

が
イ

ン
フ
レ
↓

ヨ
ン
の
原
因
と
さ
れ
る
・
特

に
財
政

赤
字

に
基
づ
く
貨
幣
供
給

の
増
大
が
イ

ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
。
他
方
、
構
造
学
派

の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
第

}
次
産

品
輸
出

に
依
存
す

る
経
済
構
造

の
も
と

で
、
農
業
生
産

の
変
動
が
成
長

の
可
能
性
を
限
定
す
る
と
と
も

に
イ

ン
フ
レ
過
程
を
刺
激
す
る
。

ま
た
所
得
分
配

の
不
平
等

に
よ
る
階
層
間

の
対
弘

が
自
ら

の
実
質
所
得

を
維
持
す

る
た
め
恒
常
的
に
価
格

や
賃
金

の
引
上
げ
を
要
求
し
、

慢
性
的
イ

ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
発
生
さ
せ
る
。

こ
の
種

の
イ

ン
フ
レ
波

及
効
果
が
常

に
存
在
し
、
物
価

の
上
昇
傾
向
を
強
あ
る
、
と
考

え

る
。多

く

の
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
諸
国

に
お

い
て
物
価

の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
第

一
の
原
因

は
財
政
赤
字

の
増
加

で
あ

っ
た
。

こ
の
点

で

コ

ロ
ン
ビ

ア
政
府

の
態
度

は
極

め

て
慎
電

で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
が

で
き

る
。

財
政
面

で
の
政
府

の
第

一
の
関

心
は
、
国
家
財
政

の
赤
字
傾
向
を
支
出
お
よ
び
収
入

の
両
面

で
で
き
る
限

り
是
正
す

る
こ
と

で
あ

っ

た
。
最
近

の
税
制
改
革

で
は
徴
税
基
盤
を
拡
人
す

る
措
置
を
と
り
、
付
加
価
値
税

の
徴
収
、
脱
税
を
管
理
す
る
手
段

の
組
織
化
を
通
じ

て

税
収

の
増
加
を
は
か

っ
た
。
支
出
面

で
は
歳
出

の
計
画
化

に
よ

っ
て
支
出

の
節
減
を

は
か

っ
た
。

そ
の
結
果
イ

ン
フ
レ
は
最
低
限
に
抑
え

ら
れ
、
投
資
と
生
産

を
刺
激

し
、
安
定
価
格

の
も
と

で
の
経
済

の
再
活
性
化
を
は
か

っ
た
。
対
外
部
門

で
は
海
外
市
場

の
規
模

の
測
定

を
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力主要国の消費者物価上昇率(%)
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綿
密

に
行
な

い
、

国
際
収
支

の
不
均
衡
を
除
去
す
る
に
努
め
、
満
足

で
き
る
結
果
を

(
-o

評

も

た

ら
し

た
、

一
九

ヒ

○

年
代

の

コ
ー

ヒ

ー
輸

出

に
よ

る
多

額

の
外

貨

収

入

は

イ

ン

フ

レ
を
激
化

さ

せ
た

が
、

こ
れ

は
石
油

価

格

の
L

昇
期

に

一
致

し

て

い
た
。

一
九

八
〇

年

代

に
ブ

ラ
ジ

ル
や

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
は

ハ
イ

パ

ー

・
イ

ン

フ

レ
に
陥

っ
た

が
、

コ

ロ
ン
ビ

ア
は

財
政

運

営

を
慎

弔

に
行

な

っ
た

の

で
、

一
九

L

O
年

代

の
半
ば

以
降

八

〇
年

代

を
通

じ

て
物

価
上

昇

率

を

二
〇

%
代

か

ら
.、一〇

%
代

に
維

持

す

る

こ
と

が

で
き

た
。

一
九

八
〇

年
代

の
中

央

政
府

の
財

政
赤

{.距
は
国

内

総
生

産

に
対

し

て
当

初

四
～

κ

%

に
、

後

半

以
降

は

一
～

、
一%
台

に
抑

え
ら

れ

て

い
た
。

一
九

八

一
～

八
五
年

の
リ

セ

ッ
シ

ョ
ン
期

に
中
央

政
府

の
財

政

が
赤
字

で
あ

っ
た
た

め
石

油

イ

ン

フ
レ
を
長

引

か

せ
、

経
済

停
滞

と

結

び

つ
い

て
物
価

ヒ
昇

傾

向

を
強

め

た
。

こ
の
間

マ
ネ

ー

サ
プ

ラ
イ

の
急

速

な
成

長

と

ペ

ソ
の
頻
繁

な

切
下

げ

が

み
ら

れ
た
。

一
九

八

三
年

に
消
費

者

物

価
上

昇

率

は

一
六

・
五

%

と
初

め

て
二
〇

%
を

割

っ
た
が
、

一
九
八

五
年

に
は

再

び

二
〇

%
を

こ
え
た
。

一
九

八
六

年

に
は
若
r

落

ち

た
が
依

然

と
し

て
.
一
一

.
○

%

の
水

準

に
あ

っ
た
。

一
九

八
七

年

に
は

.
一四

・
○

%

に
ヒ

昇

し
た
。

こ
れ

は
国
産

の
住
宅

、

食
料

、

衣
類

な

ど

の
価
格

が
ヒ

昇

し

た
結

果

で
あ

る
。

食
料

品

に

つ
い

て

は
生

産

の
不
足

が
価
格

の
ヒ
昇

を

も

た
ら

し
、

輸

入

商
品

へ
の
依
存

を
高

め

た
。

物

価

に
連

動

し

て
最

低

賃

金

も

引

L

げ

ら

れ
、

一
九

八

七

年

に

は

、
一四

%

の
土

昇

で
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あ

っ
た
。

麻

薬
取

引

の
た

め

に
不
法

に
流

入

す

る
多
額

の
米

ド

ル
も
国

内
需

要

の
増
加

に
寄

与

し
、

イ

ン

フ
レ
圧

力
を

強
め

た
。

麻
薬

取

引

が
も

た

ら
す
影

響

に

つ
い
て
は
種

々
の
推

定

が
な

さ
れ

て
い

る
が
、

多
数

意

見

で
は

一
九

八
〇

年
代

の
イ

ン

フ
レ
の
.
.五
～

三

〇

%
が
麻

薬

取

(
11

)

引

に

よ
る
も

の
と

み
ら
れ

て

い
る
。
そ
れ

に
賃
金

の
引
上

げ

、
不

安
定

な
価

格

構
造

が
加

わ

っ
て
イ

ン

フ
レ
を
加
速

し
た
と

考

え
ら

れ

る
。

コ
ー

ヒ
ー

の
生

産

お

よ
び
輸
出

の
急
激

な
変

化

は
国

内

経

済

に
深
刻

な

影
響

を

も

た
ら

し

た
。

と

り

わ

け

一
九
七

〇
年

代

後

半

に

コ

ロ

ン
ビ

ア
は

「
オ

ラ

ン
ダ
病

α
葺
o
げ
α
Φ
ω
Φ
器
Φ
」
と
呼

ば
れ

る
現
象

に
見
舞

わ

れ

た
。
す

な
わ

ち
第

一
次

産

品
輸

出

が
ブ

ー
ム

に
な
り
、
豊

か

な
外

貨

収
入

に
よ

っ
て
国

民
経

済

が
潤

い
、
経

済

の
他

の
部

門

に
逆

の
効

果

を

も

た
ら

す

と

い
う
も

の

で
あ

る
。

コ
ー

ヒ
ー

の
生
産

と
輸

出

は

一
九

六

七

年

水

準

の

ほ
と

ん

ど

.
一倍

に
な

り

、
外

貨

収

入

の
人
輻

な
増

加

は

ペ

ソ
価

値

を
高

め
、

国
内

価

格

を

引

上

げ

る
効

果

を

も

っ
た
。

こ
れ

は

コ

ロ
ン
ビ

ア
の
工
業

製

品

の
世
界

市
場

で

の
競

争

力

を
失

わ

せ

る
結

果

に
な

り
、

そ

の
低

ド

は

一
九
八

四
年

ま

で
続

い

た
。

こ
の
た

め

コ

ロ
ン
ビ

ア
政

府

は
短

期
的

政
策

に
よ

っ
て
生
産

と

イ

ン

フ
レ
水

準

を
安

定
化

さ
せ

る
措

置

を

と

っ
た
。

最
初

は

一
九
ヒ

五
年

と

七
九

年

に
、

後

一
九

八

六

年

に
世

界
市

場

で

の

コ
ー

ヒ

ー
価
格

の
高

騰

を

源

泉

と

す

る

イ

ン

フ

レ
効

果

を

抑

え

る
手

段

を
講

じ

た
。

特

に

一
九

八

六
年

に
は

コ
ー

ヒ
i
収
入

に
課

税

し
、

国

内
消

費

の
増

加
を

抑

制

」
嬬
。

一
九

八
六

年

に
成

立

し

た
ビ

ル
ヒ
リ

オ

・
パ

ル

コ

・
バ

ル
ガ

ス
政
権

の
イ

ン

フ

レ
対

策
を

み
る
と

、
投

資

と
経
済

の
成
長

を

促
進

す

る

た
め

イ

ン
フ

レ
率

を

二
〇
～

.
一五

%

に
安

定
化

し
、

貧

民
救

済

の
た

め
公
的

資
金

を

当

て
よ
う

と
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
た
め

財
政

赤

字

を
生

ず

る

よ

う
な
財

政
支

出

を
抑

え

る
緊

急
財

政

政
策

を
推
進

し

た
。

前
政

権

の
年

間

財
政

赤
字

は
平
均

し

て
国
内

総

生
産

の
ほ
と

ん
ど

五

%

で
あ

っ
た

が
、

パ

ル

コ
政

権

は
赤

字

を

一、一%

以

内

に
抑

え

る

こ
と
を

ね

ら

い
と

し

た
。

そ

の
た

め

に
先

ず

税

制

の
改

革

を
行

な

っ
た
。

そ

れ

は
法
人
税

率

を
所

得

の
一、.○

%

に
引

ド

げ

る
、

.
一弔

課
税

を
排

除

す

る
、

個
人

所
得

税

率

を
引
ヒ

げ

る
、

な

ど

の
項
目

を

含

む
も

の

で
あ

っ
た
。

一
九

八

八
年

野
算

の
作
成

に
当

っ
て
所
得

税
、

関

税
、

ガ

ソ
リ

ン
税
、

販
売

税

な

ど

の
間
接
税

が
第

一
の
税
収

源
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に
な

る
と

み
ら

れ
、

長
期

借

入

れ
金

な

ど
も
加

わ

っ
て
財

政
収

入

は
増

加

し

た
。
総

収

入

の
、
、○
～

三

〇
%

は
増
収

分

で
あ

っ
た
。

し

か

し
支

出

は
五
L

%

が
政
府

活
動

費

、
二
九

%

が
対

外

対
内

債
務

サ

ー
ビ

ス
、

一
四
%

が
公
共
投

資

で
あ

っ
て
、
当
初

の
f
算

を
L

ま
わ

り
、

財
政

赤

字

の
削

減

に
は
成
功

し

な

か

っ
た
。

赤
字

の
し

五

%

は
国

内

で
、

残

り

は
外
国

借
款

に

よ

っ
て
調
達

さ

れ
た

。

し
か

し

一
九
八

六

年

以
降

の

コ
ー
ヒ

ー
輸

出

の
増

加

に
よ

っ
て
財

政
収

入

は
著

し

く
改

簿

さ

れ
た
。

そ

の
結

果

コ
ー
ヒ

ー
に
依

存

す

る
財

政

構
造

は
依
然

と

し

て
続

け

ら
れ

た
.

通
貨

政

策

に
関

し

て
政

府

は
、

銀

行

の
貸
付

利
率

、
通
貨

の
発
行

、

銀
行

に
対
す

る
準

備

の
要

求
、

為

替

レ
ー
ト

の
決

定

な

ど
伝
統

的

手
法

で
管

理

を
行

な

っ
た
。

パ

ル

コ
政
権

は
物

価

が

あ

る
限
度

内

に
抑

え

ら

れ

る
と

い
う
条

件

で

マ
ネ

ー
サ
プ

ラ
イ
と

利
r

率

が
比
較

的

自
由

に
変

動

す

る

こ
と

を
認

め

よ
う
と

し

た
。
同

時

に
政

府
機

関

は
物

価
水

準

に
影
響

を
及

ぼ

す

こ
と

を

ね
ら

い
と

し

て

マ
ネ

ー

.
マ
ー

(
13

)

ケ

ッ
ト

へ
の
介
入
を
続
け
た
。

為
替

レ
ー
ト
の
操
作

は
通
貨
を
管
哩
す

る
他

の
方
法

で
あ

っ
て
、
経
済
成
長

に
寄
与
す
る

こ
と
が

で
き
た
。

パ
ル

コ
政
権
は

一
九
六
し

年

に
始
ま

っ
た
ク

ロ
ー
リ

ン
グ

・
ペ

ッ
ク
方
式

に
よ
る
小
刻

み
切
下
げ
を
続

け
た
。
同
方
式

は
輸
出
商
品
価
格
を
低
く
抑
え
る
と
同
時

に

輸
入
商
品
価
格
を
高
水
準

に
維
持

し
、
貿
易
収
支
と
外
貨
準
備
を
改
善
す
る
に
貢
献
し
た
。

一
九
八
八
年
ま

で
に
パ
ル

コ
政
権

の
堅
実
な
経
済
運
営
が
軌
道

に
乗

り
、
慎
電

な
財
政
政
策

と
比
較
的
自
由
な
通
貨
政
策
が
実
施

に
移

さ
れ
た
。

そ
の
結
果
実
質
利
子
率
は

一
九
八
五
年

の
約

一
〇
%
か
ら

一
九
八
七
年

に
は
症
%
を
少

し
こ
え
る
水
準

に
引
下
げ
ら
れ
た
。
民

間
投
資

も
同
期
間

に
拡
大
し
、
国
内
総
生
産

の
八
%
を
少
し
F
回

る
水
準
か
ら

一
〇
%
を

こ
え
る
率

に
上
昇
し
、
経
済
成
長
率
は
.
一年
間

(
14

)

年

平

均

五

%

の
水

準

を
維
持

し

た
。

こ
う

し

て
イ

ン
フ

レ
は
目
標

と

さ

れ

た
。
一〇

～

、
一κ

%

の
範

囲

に

ほ
ぼ

お

さ
ま

っ
た
。

一
九

八

六
～
八

七
年

に
実
施

さ
れ

た
改

革

の
後

、
中

央
政

府

の
財

政
収

入

は

コ
ン
ス
タ

ン
ト

に
維

持

さ
れ

た
。

直
接

税
収

入

は
若

r
改

善

さ

れ
た

が
、

間
接

税
収

入

は
輸

入

の
停

滞

の
影

響

を
受

け

て
減
少

し

た
。

他
方

経

常
支

出

は
賃

金

の
上
昇

、
麻

薬

取
引

に
対

応
す

る
警
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察

お
よ
び
軍

の
支
出
、
対
外
債
務

の
利
子
支
払

い
の
増
加
を
反
映
し

て
拡
大
し
た
。

国
営
企
業

の
赤
字
は

一
九
八
八
年

に
国
内
総
生
産

の
○

・
九
%
か
ら
○

・
六
%

に
減
じ
た
。

こ
れ
は
国
営
企
業

の
経
営
が
改
善
さ
れ
た

た
め

で
あ

る
。
財
政
収
人

の
大
幅
な
増
加

は
石
炭
公
社
お
よ
び
石
油
公
社

の
販
売
額
増
加

の
結
果

で
あ
る
。
販
売
額

の
増
加
は
国
際
価
格

の
上
昇

お
よ
び
販
売
量

の
増
加

に
よ
る
。

一
九
九
〇
年

に
石
油
公
社

の
収
支

は
石
油

の
国
際
価
格

の
上
昇

に
よ

っ
て
大
幅
な
黒
字

に
な

っ

た

(国
内
総
生
産
の
○

・
ヒ
%
)
。

一
九
九
〇
年
後
半

に
は
防
衛

関
係
支
出
が
増
加
し
た
の
で
国
内
総
生
産

の
、二
%
に
相
当
す
る
赤
字

を
だ
し
、
中
央
銀
行

の
信
用

に
依
存

し
た
の
で
通
貨

の
膨
張
を

ひ
き
お
こ
し
た
。

こ
の
た
め
投
資
、
ガ

ソ
ーー

ン
価
格

の
引
上
げ

に
対
す
る
制
限
措
置
が
と
ら
れ
た
。
租
税
構
造

を
改
革
し

て
付
加
価
値
税
を

一
〇
%
か
ら

一
、
一%

に
引
上
げ
、
関
税

の
減
収

に
備
え
た
。
石
油

へ
の
財
政
収
入
依
存
度
を
高
め
る
措
置
も

と
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
中
央
政
府

の
税
収
は
実
質
的

に
増
加
し
、
他
方
支
出
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
赤
字
を
縮
小
す
る
に
成
功

し
た
。

以
上

に
パ
ル

コ
政
権

の
イ

ン
フ
レ
対
策
を
み
た
が
、
財
政
お
よ
び
通
貨
政
策

に
お

い
て
き
わ
め

て
慎
重
な
措
置
が
と
ら
れ
、
物
価
上
昇

率
を
.
一〇
～
.
一五
%

に
抑
え
る
と

い
う
ね
ら
い
の
も
と

で
成
果
を
あ
げ

て
い
た

こ
と
が
明
か
に
な
る
。
結
果
と
し

て
赤
字
を
絶
滅

さ
せ
る

こ
と
は

で
き
な
か

っ
た
に
し

て
も
、
財
政
赤
字

を
削
減

す
る
と
と
も

に
臨
機
応
変

の
通
貨
政
策

に
よ

っ
て
イ

ン
フ
レ
を
か
な
り
低

い
水
準

に
抑

え
よ
う
と
し
た
努
力

の
あ
と
を
み
る

こ
と
が

で
き
る
。

工
業
化
を
進
め
た
他

の
ラ
テ

ン

・
ア
メ
リ
カ
諸
国
が

い
ず
れ
も
激
し
い
イ
ン

フ
レ
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
と
き

に
、

コ
ロ
ン
ビ

ア
が
イ

ン
フ
レ
の
抑
制

に
ほ
ぼ
成
功
し
た
と
い
う
事
実

は
そ
の
政
策
当
局

の
努
力

の
賜
と

い
う

こ
と
が

で
き
よ
う
.

第
三

経
済
の
自
由
化

ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
に
お

い
て
経
済

に
対
す

る
国
家

の
介
入
は
自
巾
t
義
経
済
思
想

に

つ
ち
か
わ
れ
た
国

の
伝
統
的
な
考
え
方
と
は
著
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し

く
異

な

っ
て
お

り
、
昔

か
ら
国

家

が
経

済

に
対

し

て
介
入

す

る
傾

向

が
強

か

っ
た
。

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
諸

国

の
政

府

は
、

自
身

で
事

(
婚

)

業

を
経

営
す

る
、

あ

る

い
は
、
望

ま
し

い
と

考

え

る
と

き
民
間

事
業

に
介

入
す

る

こ
と

に

つ
い

て
な
ん

の
制
約

も
感

じ
な

か

っ
た
。

一
般

に
自
由

競
争

を
守

ろ

う
と

い
う
観

念

が
希

薄

で
あ

っ
て
、
独

占

を
禁
止

す

る
法

律

は

あ

っ
て
も
効

果

を
発

揮

す

る

こ
と

は
少

な

い
。

む

し

ろ
政
府

の
規
制

を

認
め

、
助

長

す

る
方
向

に
作

用
す

る
。

そ

の
結

果
、

国

際
競

争

力

が
弱

い
商

品

に

つ
い

て
は
直

ち

に
政
府

の
保

護

に
頼

(
16

)

ろ

う
と

し
、
関

税

は
世

界

で
も
高

い
地
域

と
な

り
、

孤
甑

的

経
済

圏

が

つ
く

ら
れ

た
。

特

に

一
九

一.6

年

代

初

め

の
世

界
的

不

況

期

に
多

く

の
ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
諸
国

の
経

済

が
大

打

撃
を

受

け
、

崩
壊

に
直

面

し
た

と
き

に
、

国
際

的
自

由
宝

義

へ
の
信
頼

が
動
揺

し

、
政
府

(
17

)

の
経

済

へ
の
介

人

を

通

じ

て
危

機

の
克

服

を

は
か

っ
た
。

コ

ロ
ン
ビ

ア
に
お

い

て
も
世

界

的
不

況

期

に
輸
出

の
減
少

、

交
易

条

件

の
悪
化

を

生

じ
た

の

で
、
輸

入

に
対

す

る
制
限

の
強

化

、
関
税

体
系

の
整
備

が

必
要

に
な

っ
た
。
ア
ル

フ

ォ

ン
ソ

・
ロ
ペ
ス

・
プ

マ
レ
ポ
人

統
領

時
代

二

九
-..四
～
。..八
年
)
に
、
工
業

化

と
経

済

発
展

を

ね
ら

っ
て
税

制

や
教

育

制
度

の
民
L
化

、

農

村
部

で

の
土

地
改

革

に
手

を

つ
け
た
。

そ

の
結

果
国

内

工
業

の
採

算
条

件

は
改
善

さ
れ
、

自

発

的

な

工
業

の
成
長

を

み
た
。

こ
の
間

国
家

の
経

済

的

役
割

は
他

の
ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
諸

国

に
比

べ
て
小

さ

く
、

金
融

お

よ
び

企
業

経
営

の
構

造

に
変

化

は

み
ら
れ

な

か

っ
た
。
内

向

き

の
経
済

発

展

過
程

に
お

い

て
も
、
経
済

開

発

に
対

す

る
国

家

の
直

接
的
介

入

は
目

立

つ
ほ
ど

の
も

の

で
は
な

か

っ
た
。

国
家

は
生

産

分
野

で
優
越

的
地

位

を
確

軌

す

る

こ
と
な

く
、

国
家

f
算

が
国
内

総

生
産

に
占

め

る
地

位
も

低

か

っ
た
。

一
九

七

〇
年

代

ま

(
18

)

で
の

ラ
テ

ン

・
ア

メ
リ
カ

の
平

均

が

一
三

%

で
あ

っ
た

の

に
対

し

て

コ
ロ

ン
ビ

ア
で
は
九

%

に
過
ぎ

な

か

っ
た
。

こ

の
た
め

コ
ー

ヒ
,-

.

モ
ノ
カ

ル

チ

ャ
ー
構

造

の
も

と

で
の
輸

出
志

向

型
経

済

か

ら
輸

入
代

替

⊥
業

化

へ
の
転

換

は
、

関
税

、
輸

人

制
限

な

ど

の
面

で
過
激

な
手

段

を

用

い

る

こ
と

な

く
進

め
ら

れ

た
。

国
内

工
業

に
対

す

る
実

効

保
護

は
ブ

ラ
ジ

ル

(
一
一
八
%
)、

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン

(
一
六
.
.%
)

に
比

べ

(
19

)

て

コ

ロ

ン

ビ

ア

は

三

〇

～

四

〇

%

と

み

ら

れ

、

メ

キ

シ

コ

(
、
ピ

%

)
、

台

湾

《
.、..、%

)

の

水

準

に

近

か

っ
た

。
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コ
ロ
ン
ビ

ア
の
国
内
£
業
保
護
政
策
は
当
初
比
較
的
穏
か

で
あ
り
、
そ
れ
が
強
化

さ
れ
る
の
は
第

一次
世
界
大
戦
後
、
特

に
朝
鮮
戦
争

後

で
あ

っ
た
。
そ

の
頃
か
ら
為
替

レ
ー
ト
を
過
大
評
価
し
、
複
数
為
替
相
場
を
設

け
、
輸
入

に
量
的
制
限
を
課
し
、
関
税
率
を
引
上
げ
、

国
内

工
業

に
保
護
を
認
め

て
有
利
な
条
件
を
設
定
し
た
。

こ
う
し

て
輸
入
代
替

r
業
が
保
護

の
も
と
に
成
長
を
始
め
た
が
、
経
済
を
白
由

化
す

る
必
要
性

は
そ
の
後

の
発
展
過
程

に
お
い
て
も
認
識

さ
れ

て
い
た
よ
う

に
み
え
る
。
他

の
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
輸
入
代
替

工

業
を
興
す

に
当

た

っ
て
強
力
な
国
内
r
業
保
護
政
策
を
と
り
、
関
税
障
壁
を
設

け
て
五
業
部
門

の
輸
出
競
争
力
を
弱
め
る
結
果

に
な

っ
た

の
に
対

し
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
輸
入
を

で
き
る
だ
け
自
由
化
し
、
非
伝
統
的
商
品

の
輸
出
拡
大
と
輸
入
代
替
L
業
育
成
過
程

の
弊
害
を
除

去
す

る
こ
と

に
留
意
し
た
。

(
20

)

輸
出
振
興
を

ね
ら

い
と
し

て
、
非
伝
統
的
商
品

の
輸
出

に

つ
い
て

一
九
五
〇
年
代
前
半

に

一
時
臼
巾
為
替
市
場

レ
ー
ト
を
適
用
す

る
な

ど
の
優
遇
措
置
を
と

っ
た
が
、

一
九
五
九
年

に
も
同
制
度
を
復
活
し
た
。

一
九
五
〇
年
代
に
税
制
上

の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
設
け
、
綿
花
、

砂
糖
、
タ
バ
コ
な
ど
非
伝
統
的
商
品

の
輸
出
促
進
を
は
か

っ
た
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
は
約
三
〇
年
間
保
護
政
策

の
も
と

に
工
業
化
を
進
め
た
が
、

つ
い
に
輸
出
志
向

の
企
業
を
育
成
す

る
こ
と

は
で
き
な
か

っ
た
。
輸
出

イ

ン
セ

ン
テ
ィ
ヴ

の
実
施

に
も
か
か
わ
ら
ず
輸
出

は
停
滞
を
続

け

た
。

一
九
六
ヒ
年

に
な

っ
て
も

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
工
業
生
産

の
四
%
が
輸
出

さ
れ
た

に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
企
業
経
営
は
国
内
市
場
と
密
接
な

関
連
を
も
ち
、
国
内
市
場

は
保
護
措
置

の
も
と
に
海
外
と

の
競
争

か
ら
遮
断
さ
れ

て
い
た
の
で
、
国
内

の
物
価
水
準

は
極
端

に
高
か

っ
た
。

従

っ
て
輸
出
競
争
力

の
強
化
を
は
か
る
た
め

に
は
国
内
市
場
向

け
産
業

に
対
す

る
保
護
を
緩
め
、
国
際
競
争

に
さ
ら
す

こ
と
が
不
可
欠

で

あ
り
、
輸
出

の
拡
大

は
輸
入

の
n
由
化

に
連
動
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
初
め

て
効
果
を
あ
げ

う
る
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
資
本
財
輸
入
を
促
進

す
る

こ
と
に
よ

っ
て
資
本
形
成
を
進
め
、
生
産

の
拡
人
と
生
産
性

の
向
L
を

は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
五
〇
～
五
四
年

に
機
械

設
備
投
資

の
九

四
%
は
輸
入

に
依
存
し

て
い
た
。
そ
の
後
機
械
設
備

の
国
内
生
産

は
大
幅

に
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
七

一
～

七

二
年
に
は
輸
入
が
な
お
六
八
%
を
占
め
た
。
従

っ
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
い
て
輸
出
志
向
政
策

へ
の
転
換

は
同
時

に
資
本
財
輸
入
の
拡
人
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(
21

)

と

そ

の
自
由

化

を

必
要

と

し

た
。

輸
入

の
汽
由

化

は

一
九

五

一
～

五

二
年

に
実
施

さ
れ

、

一
九

五

四
年

に
は

一
九

.
一九

年

以
来

最

も
自

由
化

が

進

ん

で

い
た
。

し
か
し

五

四
年
末

に
輸

入

は
国
際

収

支

の
悪

化

か

ら
規

制

さ

れ
、

再

び
自
由

化

が
実

施

さ
れ

る

の
は

一
九

底

九
～

六

.
年

で
あ

る
。

そ

の
後
輸

入

は

再

び
厳

し

く
制
限

さ
れ

た
が

、

一
九

六
互
年

か
ら
野

心

的

な
n

由
化

が
計

画

さ
れ

た
。

輸

入
許

可

制
を

撤
廃

し

、
事

前
預

託
金

を

も
引

き

下

げ

た
。

カ

ル

ロ
ス

・
ジ

エ
バ

ス

・
レ
ス

ト

レ
ポ

大

統
領

が
就

任

し

た
と

き

に

は
ほ

と

ん
ど

す

べ
て

の
輸

入

が
自

巾

に
行

な

わ

れ

て
い

た
。輸

入

自
由

化

が
進

む

一
方

で

コ
ー
ヒ

:
価

格

は

一
九

六

六
年

以
降

低

落

し
、

非
伝

統
的

輸
出

も
不
振

に
お
ち

い

っ
た
た

め
、
対

外
準

備

は
急
減

し

た
。

こ

の
た
め

レ
ス
ト

レ
ポ
大
統

領

は
厳

し

い
輸

入
制

限
、

為
替

管

理

の
実
施

を
発

表

し
、
輸

入
n

由
化

を

停
止

し

た
。

一
九

へ
　

ン

六
ヒ
年
三
月

に
は
大
統
撹
禦
第

四
四
四
号
が
発
布

さ
れ
、
外
国
貿
易
お
よ
び
為
替
取
引

に

つ
い
て
の
既
存

の
規
則
、
慣
行
を
整
理
す
る
と

と
も

に
多
く

の
改
革
を
行
な

っ
た
。
本
法
は
貿
易
、
為
替

の
分
野

で
の
規
鋼
を
網
羅
し
、
以
後

の
対
外
経
済
政
策

に

つ
い
て
の
基
本
的
法

(
器

)

規
と

な

っ
た
。

一
九
六

ヒ

年

の
対

外
経

済

政
策

の
転

換

に
よ

り
対

外

経
済

関

係

は
好
転

し

た

の
で
、

一
九

六

八

年

五
月

に
自
南

に
輸

入

で
き

る
商

品

-ー

ス
ト
が
意

味

を

も

つ
よ
う

に
な

り
、
基

本

的
輸

入
商

品

に

つ
い
て
輸

入
許

可
制

を
廃
止

し
た
。

す

で

に

コ
ロ
ン
ビ

ア
の
輸

入
許

可

お

よ
び

関
税

引

下
げ

の
対
象

品

目

は

L
A

F

T
A

お
よ
び

ア

ン
デ

ス
共

同
市

場

の
同
品

目

よ

り
も

多
数

の
商

品
を
包

含

し
、

保
護

艦
義

的
政

策

に

限
度

を
設

け

て
い
た
。

一
九

六
九

年

末

か
ら

の

コ
ー

ヒ
ー
価
格

の
急

騰

に
よ

り
国

際
収

支

は
好

転

し
、
輸
入

自
巾

化

は

一
層
促

進

さ
れ

た
。

関

税
率

は
名
日

で

一
九

ヒ

○
年

頃

が
最

も
高

か

っ
た
が
、

一
九

L

.
一年

以
降

大

幅

に
引
き

ド
げ

ら

れ

た
。

一
九
六

九
年

に
お

い

て
農

産
物

、

鉱

産

物
、
靴

、
木
材

、
家

具

、
非

金
属
鉱

物

(
セ
メ
ン
ト
)
は
保

護

さ
れ

て
お

ら
ず
、
食
料

品

、
織

物

、
衣
類

、
紙
製

品

、
皮
革

、

ゴ

ム
、

石
油

製

品
、
機

械

(電
気
を
除
く
)
は
低

い
保
護

を
受

け

る

に
と

ど

ま

り
、
飲

料

、

タ

バ

コ
、
化

学
製

品

、
基
礎

金
属

、
電

気
機

械

器
貝
、
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(
24

)

自
動

車

、
輸

送

設
備

は
高

度

の
保

護
を

受

け

て
い
た
。

こ

の
ほ
か

一
九

六

七
年

以
前

か

ら
実

施

さ
れ

て

い
た
L
業

製
品

輸
出

振

興
措

置

と

し

て
プ

ラ

ン

・
バ
ジ

ェ
ホ

(距
き

く
巴
一Φ
ご
o
)
と
呼

ば

れ

る
制

度

が
あ

っ
た
。

一
九

五
九

年

に
制
定

さ
れ

た
も

の

で
、
製

造
業

者

は
政

府

と
契

約
を

結
び

、

輸
出

に
向

け

ら

れ

る
生

産
物

の
生

産

に
必

要

な
全

投

入
財

を
関

税
、

事

前
預

託
金

、
事

前

許

可

な
し

で
輸
入

し

う

る
と

い
う
制
度

で
あ

る
。

プ

ラ

ン

・
バ
ジ

ェ
ホ
を
利

用

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
製

造
業

者

は
大

き

な
利

益

を
あ

げ

る

こ
と

が

で
き

た
。

し
か

し

こ
の
制

度
を

利

用
す

る

に
は
す

で
に
海

外

に
市
場

を

獲
得

し

て

い
な

け

れ
ば

な

ら

ず
、

海

外

市
場

で
新

規

に
契

約

を
獲

得

す

る

こ
と

に
は
特

に
中

小

の
製

造

業

者

に
と

っ
て
大

き

な
困

難

が

あ

っ

た
。

こ
の
た
め

一
九

六
七

年

の
人

統
領

令
第

四
四

四
号

は
プ

ラ

ン

・
バ
ジ

ェ
ホ

の
恩
恵

を
利

用
す

る

た
め

の
乎

続

き
を

簡
素

化

し
、
少

く

(
25

)

と
も

一
度

輸

出

し

た

こ
と
が

あ
れ

ば
申

し

込
む

こ
と

が

で
き

る
と

し
た
。

プ

ラ

ン

・
バ
ジ

ェ
ホ
は
輸
入

の
自
由

化

を
進

め
、

保

護
セ

義

に
限
度

を

設

け
、

工
業

製
品

輸
出

を

促
進

す

る
ヒ

に
効

果

が

あ
り
、

一
九

六
七

年

以
降

一
属
活

用

さ
れ

た
。

一
九

六

〇
～

六
六

年

間

に
関
税

収

入

は
平

均

し

て
輸

入

の

一
六

%

で
あ

っ
た

が
、
六

七

～
七

〇
年

間

に

は

一
四
%

に
低
下

し
た
。

輸
入

預

託
金

も
引

き

下
げ

ら
れ
、

六

〇
～

六
七

年

に
は
平
均

し

て
総
輸

人

の

.
二

%

で
あ

っ
た
が
、

六
七

～
ヒ

(
26

)

○
年

に
は

一
三

%

に
低
ド

し

た
。

総
輸

入

の
..一分

の

一
以
ヒ

、
資

本
財

輸

人

の
半

分

は

一
九
ヒ

O
年

に
関
税

を
免

除

さ

れ

た
。

一
九

七

、
一年
秋

に
発
生

し

た
石

油
価

格

の
急

騰

と
世

界
景

気

の
後

退

は
、

利

用
し

う

る
資

源

に
乏

し

い

コ

ロ
ン
ビ

ア

に
他

の
ラ

テ

ン

.

ア
メ
リ
カ
諸

国

以
t

に
深
刻

な
影

響

を
及

ぼ

し
た
。

し
か

し

コ
ー

ヒ
i
価

格

は
ヒ

昇

に
転

じ

た

の

で
輸

出

は
ヒ

O
年

代

に
著

し

い
増

加

を

み

せ
た

。
他

方
輸

人

は
交

易
条

件

の
悪

化

を
反

映

し

て
ヒ

四
年

に
は

11

0

%
も

の
増

加

で
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
為

替

、

関
税

、
輸

入
預

託

金

に

つ
い

て

の
規
制

を
強

め

、

一
九
六

し
年

以
降

最
も

厳

し

い
措

置

が

と

ら
れ

た
。
そ

の
結

果

、
為

替

レ
ー
ト

は
過

人
評

価
傾

向

を
示

し
、

輸
入

規

制

の
強
化

が
影
響

し

て
輸

入
代

替

n
業

が
有

利

に
な

り
、
輸

出
向

け
産
業

は
不
利

に
な

っ
た
。

し
か

し

コ
ー
ヒ

ー
価

格

の
L
昇

に

よ

っ
て

一
九

ヒ

六
年

に
輸

出

は

一
九

・

一
%

の
増

加

に
な

っ
た

の

で
、
輸

入

制

限

は
緩
和

さ
れ

た
。
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表4純 対外準備(年 末)

Lτビ禰 遡 △噸 畷 」
7.0

純対外(IODJjド ル)[財 継 鯉

5.0

3.0

3.F

5.9

5.4

5.5

52

5.8
一 一一 幽 一一

4,891

3,09

1,796

2,067

3,478

3,450

3,810

3,867

x,496

1982

1983

1984

1985

198h

1987

1988

1989

1990

(出 所')BancodelaRep〔1blic縦.

一
九
八

一
年

に
は
輸
出
が
急
減

し
、
経
常
収
支
も
赤
字

に
転
じ
た
が
、
外
資

の
流
入

が
増
加

し
た

の

で
、
国
際
収
支

は
黒
字

で
あ

っ
た
。
し
か
し

一
九
八

二
年

に
は

コ
ー

ヒ
ー
輸
出

の
停

滞
か
ら
生

じ
た
経
常

収
支

の
赤
字

を
資
本
収
支

の
黒
字

で
補

う

こ
と

が

で
き
ず
、
対
外
準
備
は
四
八
億
九

一
〇
〇
万
ド
ル
に
減
少

し
た
。
翌
八
一.一年

に
対
外

準
備

は
さ
ら

に
減
少
し
、
..一〇
億
し
九

〇
〇
万
ド
ル
に
落
ち
た
の
で
、
輸
人
制
限
を
強

化
し
た
。
し
か
し
政
府

は

一
九
八

四
年

に
国
際
競
争
力

の
強
化
と
輸
出
構
造

の
多
角
化

を
は
か
る
方
針

を
明
か

に
し
、
経
済

の
回
復

は
い
ま
だ
み
ら
れ
な
か

っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
開
放
的
貿
易
政
策
を
徐

々
に
進
め
、
八
四
～
八
六
年
間

に
非
伝
統
的
商
品

の
輸
出

(
27

)

を
堅
実

に
増
加
さ
せ
た
。

一
九
八
七
年

に
輸
入
制
限

は
若
r
存
在
し
た
が
、
政
府
、
経
済
界
、
評
論
家
と
も
に

経
済

の
成
長

は
工
業
、
鉱
業
、
農
業

に
お
け
る
国
際
競
争
力

の
強
化

に
基
礎
を
お
く
も

の
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
う
し

て

一
九
八
八
年

に
は
自
巾
貿
易

へ
の
最
終
的
障

害
を
除
去
す

る
た
め
の
プ

ロ
グ

ラ
ム
が
作
成
さ
れ
、

一
九
九
〇
年
代

に
解
放
的
経
済
政

(
28

)

策

の
実

施

を
期

待

で
き

る
条
件

を

つ
く

り
だ

し
た
。

第
四

工
業
化
政
策
の
変
化

コ

ロ
ン
ビ

ア
は
他

の

ラ

テ

ン

・
ア

メ

リ

カ
諸

国

に
比

べ

て
経

済

が

比

較

的

自

由

化

さ
れ

て
お
り
、

そ

の
経

済

政
策

は

一
時

輸

出
志

向

型

[
業
化

政
策

の
採

用

と
評
価

さ

れ
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た

こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
も

一
時
期

に
と
ど
ま
り
、
概

し
て
輸
入
代
替
工
業
化
政
策

が
続
け
ら
れ
た
。

大
恐
慌
お
よ
び
第
二
次
世
界
大
戦
後

コ
ロ
ン
ビ

ア
に
工
業

が
興
さ
れ
、
保
護
貿
易
措
置
が
と
ら
れ
た
が
、
本
格
的
な
輸
入
代
替
工
業
化

政
策

が
実
施
さ
れ
る
の
は

一
九
五
〇
年
代
か
ら

で
あ
る
。

一
九
五
〇
～
六
七
年
間

に
為
替

レ
ー
ト
の

コ
ン
ト
白

ー
ル
、
関
税
、
輸
入
割
当
、

輸
入
許
可
制
を
実
施
し

て
新
興

の
工
業
を
保
護
、
育
成

し
た
。

こ
の
政
策

に
よ

っ
て

コ
ロ
ン
ビ
ア
製

の
工
業
製
品
と
競
合
す

る
外
国
か
ら

の
工
業
製
品
輸
入
を
制
限
し
、
国
内
工
業

の
成
長
を
促
進
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
同
時

に
ペ
ソ
は
過
小
評
価

さ
れ
た
の
で
農
業
部
門

に
は

コ
ー
ヒ
ー
輸
出
収
入
の
減
少
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
工
業
化

に
必
要
な
資
本
財

は
輸
入

に
依
存
し
た
た
め
、
外
貨
収
入

の
減
少

は
国
際

収
支

の
悪
化
を

ひ
き
お

こ
し
、
加
う
る
に
輸
入
代
替
工
業
育
成
策

は

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
製
造
工
業

に
非
効
率
性
を
も
た
ら
し
た
。

そ
こ
で
は

　
の
　

資
源

の
効
率
的
配
分
が
妨
げ
ら
れ
、
労
働
者

の
雇
用

は
輸
出
農
業
部
門
に
比

べ
て
減
少
し
、
所
得
配
分

に
歪

み
を
生
じ

て
い
た
。

そ

の
結
果

コ
ロ
ン
ビ

ア
政
府

は
経
済
政
策

の
方
針
を
基
本
的

に
改
め
、
輸
出
志
向
型

工
業
化
政
策

に
転
換

し
た
。

レ
ス
ト

レ
ポ
政
権

に

よ
る

一
九
六
七
年

の
大
統
領
令
第
四
四
四
号

は
対
外
経
済
政
策

の
転
換
を
明
か

に
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

コ
ロ
ン
ビ

ア
は

一
九
五
〇
年
代

末
か
ら
輸
入
代
替

の
た
め

の
保
護
政
策
を
輸
出
を
重
視
す
る
政
策

に
変
え

て
き
た
が
、

一
九
六
七
年
ま

で
は
そ
れ
が
総
合
的
な
対
外
経
済

政
策
と
し

て
示

さ
れ
る

こ
と
は
な
か

っ
た
。

一
九
六
七
年

の
大
統
領
令

に
よ

っ
て
始
め

て
輸
出
志
向
型

の
新
政
策
が
体
系
的

に
明
示

さ
れ

た
。

こ
こ
に
至

っ
て
他

の
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
諸
国

と
は
違

い
、

コ
ロ
ン
ビ

ア
は
そ
の
開
発
努
力
を
対
外
部
門

に
集
中
し
、
競
争
力
を
強

(
30

)

化

す

る

に
努

め

た
。

大

統
領

令
第

四

四
四
号

は
、

第

一
に
為
替

レ
ー

ト

に

つ
い

て
ク

ロ
ー
リ

ン
グ

・
ペ

ッ
ク
制
を
導

入

し
、

小

幅

に
頻
繁

な
為

替

レ
ー
ト

の

変

更

を
行

な

っ
た
。
第

、
一
に
非
伝

統

的

商

品

の
輸

出

促

進

の
た

め

に
従

来

の
税

制

上

の
イ

ン
セ

ン

テ
ィ
ヴ

に
加

え

て
C

A

T

(O
Φ
コ
蕊
,

$
α
o
Ω
Φ
》
げ
o
コ
o
↓
ユ
9

雷
ユ
o
税
額
控
除
制
)
を

設

け
、
輸

出
額

の

一
五

%
を

コ
ー
ヒ

i
、
石

油

、
牛

の
原

皮

以
外

の
す

べ

て

の
商

品

輸

出
者

に
与

え
、

税
金

の
支
払

い

に
当

て
う

る

こ
と

と

し

た
。

第

三

に
輸

出
振

興

基
金

(P
R
O
E
X
P
O
)
を
設
立

し

て
非

伝
統

的
商

品

の
開
発
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と
輸
出
を
促
進
す

る
た
め

の
融
資
並

び
に
技
術
援

助
を
行
な

っ
た
。

輸
出
志
向
型
経
済
政
策

に
転
換
す

る

こ
と
に
よ
り
輸
出
向

け
製
造

工
業

は
成
長
速
度
を
早
め
、
次

い
で
雇
用
の
増
加
、
市
場
と
生
産
物

ハ
れ

　

の
多

角

化
、

一
九
ヒ

O
年
代

初

め

に
お

け

る
経
済

の
全
面

的

拡
大

を

も

た

ら
し

た
。

非
伝

統
的

商

品

と

し

て
は
綿
花

、
砂

糖

、

タ

バ

コ
、

牛
肉

、

魚
類

、

飼
糧

、

木
製

器

具

な
ど

の
輸

出

が
増

加

し

た
が
、

特

に
r
業
製

品

の
輸
出

が
著

し

か

っ
た
。

当
初

は
綿

織

物

、
靴

、
手

L

芸

口
…
な
ど

で
あ

っ
た

が
、

一
九
Lし
⇔
年

代

に
は
燃

料

油
、

化

学
品

、

セ

メ

ン
ト
、

機
械

、
金

属

製
品

な

ど

も
輸
出

さ
れ

た
。

し
か

も

コ

ロ

ン
ビ

ア
の
輸

出

振
興

策

は

む
し

ろ
後

者

に
向

け

ら

れ
た
。

国

内
総

生
産

成

長
率

は

一
九

六

〇
～

六
七

年

に
平

均

五

・
八

%

で
あ

っ
た
も

の

が
、

一
九

六
八

～

ヒ

.二
年

に
は
平
均

八

・
五

%

に
ヒ

昇

し

た
。
工
業

化

が
進

む

に
従

っ
て
国

内
総

生

産

に
お

け

る
工
業
部

門

(
コ
ー
ヒ
ー
精

製
を
除
く
)
の

シ

エ
ア
は

一
九
六

C

年

の

一
κ

%

か
ら

一
九
七

〇
年

に
は

一
六

・
一
%
、

一
九
ヒ

六

年

に
は

一
八

・
七

%

に
ヒ

昇

し
た
。

一

へ
32
)

九
六

〇

年
代

に
L
業

生

産
総

額

に
対

す

る
資
本

財

生
産

の
比
率

は

、
一L

%

か

ら
尋..七

%

に
上

昇

し

た
。

そ

の
結

果

コ
ー

ヒ
ー
、
石

油

以
外

の
非

伝
統

的

商
品

の
輸
出

は

一
九

六

〇
年

代
末

の
こ
、年

間

に
.
.倍

に
な

り
、
対

外
準

備

の
増

加

を

も

(
脇

)

た

ら
し
、

コ

ロ
ン
ビ

ア
の
経
済

運

営

に
対

す

る
国

際
金

融
…機
関

の
評
価

を
著

し
く
高

め

た
。

し
か

し

↓
九
し

○
年

代

に

コ
!

ピ

ー

の
国
際

価

格

は
急
速

に
上
昇

し
、

コ
ー

ヒ

ー
輸
出

が

増
加

し

た

の
で
、
農

業

部
門

に
資
源

が

よ

り

多

く
割
当

て
ら

れ

る
よ

う

に
な

っ
た
。

そ

の
結

果

特

に
工
業

化

が
大

規
模

に
進

め

ら
れ

た

一
九

ヒ

○
年

代
初

め

に
は
次
第

に
イ

ン

フ

レ
傾

向

を

生

じ
た
。

一
九
七

〇
～
ヒ

四
年

に
イ

ン

フ
レ
率

は
年

平

均

.
一三
%

に
達

し
、

海
外

の
イ

ン
フ

レ
率

を
L

ま
わ

っ
た
。

こ
の
た
め
民

間

お

よ

び
公

共

部

門

の
貯
蓄

の
増

加

を

は

か

る
と

と

も

に
輸

人
制

度

を

自

由

化

し
、

C
A

T

を
縮

小

し
、

か

わ

り

に
よ
り
高

い
実

質

為

替

レ
ー

ト
を
採

用

し
た
り

世
界

的

な
景

気

後

退
も

コ

ロ
ン
ビ

ア
経
済

に
悪
影

響

を
も

た
ら
し

た

の
で

一
九

L

五
年

以
降
経

済
成

長

率

は
若

「

(
鈎

)

低

下

し

た
。
特

に
」
業

部

門

の
成
長

率

は

一
九

七

旺
年

に
総

生
産

成

長
率

を

下

ま
わ

っ
た
。

ミ

ケ

ル
セ

ン
政

権
期

(
.
九
L
四
～
し
八
年
V

に
工
業

化

政
策

に
微

妙

な
変

化

が

あ
ら

わ

れ
た

と

い
え

よ
う
。

従

来

か
ら

の
輸
出

振

興
策
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は
継

続

さ
れ

た

が
、

経

済
開

発

政

策

の
重
点

は
貧

困

の
救
済

、

雇

用

の
拡

大

に
移

り
、
経

済

開
発

計

画

の
な

か

で

の
工
業

化

政
策

の
重

要

性

は
低
下

し

た
。
国

内

で

の
生
産

が
進

ん

だ
加

工
度

の
低

い
繊

維

、

加

工
食

品
、

皮
革

な

ど

へ
の
保

護

は
厚

く

、
国
内

の
生
産

が

不
十
分

な
機

械
類

、
原
料

(原
綿
)
お

よ
び

一
部

の
消

費
財

は
輸

入
制

限

を
緩

和

し

て
輸

入

の
促
進

を

は

か

っ
た
。
輸
出

振
興

策

に
も
変
化

が
み

ら

れ

た
。

非

伝
統

的
商

品

の
輸

出

を

め

ざ
し

て

い
た

に
も

か

か

わ
ら

ず
、
政

策

の
霞
点

は
為

替

レ
ー
ト

の
調

整

と

P
R
O

E

X
P

O
制

の
も

と

で

の
貸

付

の
推
進

に
お

か
れ

、

そ
れ

ま

で
政
策

措

置

の
L

体

で
あ

っ
た

C
A

T

に

よ
る
税
額

控

除

は
重

視

さ
れ
な

く

な

り
、
結

果
的

に

は
非
伝

統

的

商

品

の
輸

出

を
促

進

す

る
経

済

政
策

と

は
相

反

す

る
も

の
に
な

つ(飽
。

⊥
業

部

門

の
生

産

は

…
几
ヒ

○

年
代

半

ば

か
ら
相

対

的

に
低

下

し
、

他

の
新

興

工
業
国

に
比

べ

て
国
民

経
済

に
お

け

る
乖

要
性

を

低
め

て
き

た
。

一
九

六

ヒ
年

に
製
造

工
業

は
国
内

総

生
産

の
、
.
一

・

一
%

(
コ
ー
ヒ
i
精
製
を
除
く
と

一
七

・
∵
%

)

で
あ

っ
て
、

一
九
八

ヒ
年

に

な

っ
て
も

.
一
一
.
六

%

(同
じ
く

.
八

・
六
%
)
に
と
ど

ま

っ
た

。

一
九

し

四
年

に
は

.
三

∵

五

%

(同
じ
く
・
.○

・
七
%
)
で
あ

っ
て
・
む

し

ろ

↓
九
七

〇
年

代

初

め

に

L
業

化

が
最

も

高

い
水

準

に
達

し

て
い
た

こ
と

を
示

し

て

転
萄
。

一
九

六
七

年

以
降

コ

ロ
ン
ビ

ア
は
輸

出
志

向

型

工
業

化

政
策

に
転

換

し

た
か

に
み
え
、

⊥
業
製

品

輸
出

が
増

加

し

た

の

で
あ

る
が
、

一

九

L

O
年

代

半

ば

か

・り
は
前

述

の
よ
う

に
工
業

部

門

は
停

滞

し
、

非
伝

統

的

商

口
…
お

よ
び

工
業

製

品

の
輸
出

も

減
少

し

た
。

一
九

六
L

年

に
工
業

製

品

は
総

輸
出

の
八

%

で
あ

っ
た
も

の
が
、

一
九

ヒ

五
年

に
は

.
一八

%

に
増
加

し

た
。

し

か

し

そ

の
後

こ

の
比

率

は
次
第

に
低

下

し

、

一
九

八

三
年

に
は

一
瓦

%

に
落

ち

た
。

一
九

八
〇

年

代
初

め

に
は
再

び

コ
ー

ヒ
ー
が
主

要

な
輸

出
商

品

に
な

っ
た
。

一
九

七
六

年

か

ら

一
九

八

三
年

間

に

コ

ロ
ン
ビ

ア

の
輸
出

に
お

け

る

工
業
部

門

の
重

要

性

は
低

ド
す

る

こ
と

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。

そ

の
原
因

は
消

費
財

に

つ
い

て
も

っ
ぱ

ら
国
内

需

要

に
依
存

し
、
産

業

の
多

角

化

に
遅

れ

を
と

り

、
公
共

部

門

を
含

む
投

資

が

不
卜
分

で
あ

っ
た

こ
と

に
あ

る
。

特

に
実

質
為

替

レ
ー

ト
の
引

き
L

げ

と

コ
!

ヒ
!

・
ブ

!
ム

の
期
間

に
生

じ

た
農
業

部

門

へ
の
資
源

割
当

て
の
増

加

が
大

き

な
影

響
力

を

も

つ
(煙
・
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璽]
21.6

21.6

30.2

3.5

21.6

3.0

18.6

1.1

4
45:1
11.9

9.1

諺:l

gl:1

3.1

100.0

1984

産業部門別国内総生産

3.967 1974 1980

表5

㎜
盟
脚
ロ
㎜
舗
齪
ω
描

m
領

齪
謂

"
…

脚
郷

B
鵬
脇
…
ω
詞
欄
伽
脇
…
甥

鰯
M
…
.

1

1

9

7

渇

8

」

3

8

8

3

5

7

つ

乃

コ

3

0

23

23

29

1

23

2

20

0

3

44

13

8

13

11

2

97

2

…
…

年

6

6

4

9

1

8

3

コ

7

渇

2

3

」

2

3

5

5

』

器

26

28

2

別

3

17

0

3

42

9

7

14

14

逸

97

2

…
…

冒

一
「

i
-
-
ー
1
「
…
i
I
1
1

i

【
ー
1
1

-

l

I

ー

レ

ー

l

I
I

第…次産業

農業,漁 業,林 業

第 二次産業(is業)

鉱業

製造1業

コ ー ヒ ー

そ の他

電 気,ガ スa水 道

建築

第 ニーこ次 産 業

商業

運輸,倉 庫,通 信

金 融機 関

共同体,社 会,個 人サービス

マイナ ス銀行 サ ー ビス帰属 分

付加価 値

間接 税

国 内総生産
1

(出所)

L-_

DepartamentoAdministrativo1VacionaldeEstadistica(DANE)

一
九
七
七
年

に
は
イ

ン
フ
レ
が
年
率
三
〇
%
の
水
準

に
達

し
、

実

質
為

替

レ
ー

ト
が
上

昇

し
た

の
で
、

成

長

率

は
年
率

四

・
八
%

に
低
下
し
、

輸
入
代
替
⊥
業

に
は

逆
効
果
を
及
ぼ
し
た
。

国
内
物
価
水
準

の
ヒ
昇

に
は

一

九
七
〇
年
代
後
半

に
生

じ
た

い
わ
ゆ
る
オ
ラ

ン
ダ
病

の

悪

影
響

が
大

き
か

っ
た
。

政

府

は
需

要

の

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
に
努
力

し
、

公
共
投
資
を
削
減
し
、
金
融
を
引

き
締

め
た
の
で
民
間
支
出

は
抑
え
ら
れ
た
。

関
税
を
引
ド
げ

て
輸
入
を
自
由
化
し
、

対
外
準
備
が
イ

ン
フ
レ
を
誘
発

す

る
ほ

ど
蓄
積

さ
れ

る

の
を

防

ぐ
措

置
を

と

っ
た
。

ま

た
実
質

為

替

レ
ー

ト
を

低

め

る
と

と
も

に
C
A

T

を
縮

小
し
た

の
で
非
伝
統
的
商
品

の
輸
出

は
減
少
し
、

工
業

製
品

の
輸
出
競
争
力

は
低
下
し
た
。

こ
の
低
下

は

一
九

　
が

　

八

四
年

ま

で
続

く

こ
と

に
な

る
。
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コ ー ヒ

鉱産物

Lそ の

表6
-『 「

1弧)闇⊥

額

(石油を含む)

他
青

4,296

2,208

420

1,6Fi8

(計{ゆ 〒)BallcodellaRepublica,

3,282

1,515

.1」1璽1

コロ ン ビアの輸 出

r　 　　　ラ　　 ヒ　　ロ　　　 　

1982」1984198511986

　㎜　十 一… 一一 一1-一 一… 一…一一 一一 一一 一一

T

l

515

396

11

i」

__..__

3,6233,782十

1,7341,702「

790955
　

」999■,125

r694

2,742

x,559

1,33

G

L

(単 位:百 万 ドル)

19871988

5,6625,332

1,6331,696

2,4721L856

1・557L型1

た
。

輸
出

お

よ
び
対

外
準

備

の
増

加

は

こ

の
間

の
経
済

成

長

が
も

た
ら

し

た
成

果

で
あ

つ
(耀
。

し

か
し

一

九

八
〇

年
代

に
入

っ
て
そ

の
経
済

は
悪

化

に
転

じ

た
。

一
九

八

一
年

に
始

ま

る
世
界

的

リ

セ

ッ
シ

ョ
ン

の

も
と

で

コ

ロ
ン
ビ

ア
産

品

に
対

す

る
海

外

か

ら

の
需

要

が
減

少

し
た

た

め

で
あ

る
。

そ
れ

に
も
か

か

わ
ら

ず
他

の

ラ

テ

ン

.
ア
メ
リ
カ
諸

国

が
対

外

債
務

の
リ

ス
ケ
ジ

ュ
ー

リ

ン
グ

に
忙
殺

さ
れ

て
い
た
と

き

に
も

コ

ロ
ン
ビ

ア
経

済

は
比
較

的

良
好

で
あ

っ
て
、

国

際

収
支

の
悪
化

に
対

し

て
は
対
外

準

備

か
ら

の
引

出

し

で
対

応

す

る

こ
と

が

で
き

た
。

し

か

し

国

内
総

生

産

成

長

率

の
低

下

か

ら

免

れ

る

こ
と

は

で
き

な

か

っ

た
。一

九

八

四
年

に
世

界
経

済

は
好

転

し

た

の
で

コ

ロ
ン
ビ

ア
に
お

い

て
も

国
際

競

争
力

の
強
化

と
輸

出
商

品

の
多

角
化

を

重

視

す

る
開
放
的

貿

易

政
策

が
と

ら
れ
、

一
九

八

四
～

八
六

年

に
非

伝
統

的
商

品
輸

出

が

増

加

し

た
。

工
業

製

品
輸

出

は

一
九

八

四
年

に

=

億

八
六

九

〇
万

ド

ル

で
あ

っ
た
も

の
が
、

一
九

八
七

年

に
は

一
六
億

、
↓○

○

万

ド

ル
に

の
ぼ

っ
た
。

輸

出

に
最
も

大

き
な

地
位

を
占

め

た

も

の
は

「
織
物

.
衣

類

.
皮

革

お

よ
び

同
製

品
」
お

よ
び

「
化

学

・
ゴ

ム

・
石
油

製

品
」

で
あ

っ
た
。
「
織

物

・
衣
類

●
皮

革

お

よ

び
同
製

品
」

は

一
九

し

四
年

の
輸

出

一
億
六

八

四
〇

万

ド

ル
か
ら

八
七

年

に
は
三

億

一
瓦
六

〇
万

ド

ル

に
増
加

し
、
工
業

製

品
輸

出

の

一
九

・
し

%

を
占

め

た
。
「
化

学

・
ゴ

ム

・
石
油

製

品
」

は

一
九
ヒ

四
年

の

一
億

九

三

八
〇

万

ド

ル
か

ら
六
億

四
、一ヱ
ハ
○
万

ド

ル
に
増

加

し

、

工
業
製

品

輸
出

の
四
〇

・
二

%
を
占

め

た
。し

か
し
こ
の
増
加

は
国
際
相
場

の
上
昇

に
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
く
、

生
産
性

の
向
上

に
よ
る
も
の
で
は

な
か

っ
た
。

東

ア
ジ

ア
の
新
興
工
業
国

が
新
し
い
技
術
と
経
営
手
法

の
採
用
に
よ

っ
て
工
業
部
門

の
成
長
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計

非耐久消費財

食料,飲 料,タ バ コ

織物,衣 類.皮 革

1耐久消 費財,中 間財

木材ll業,家 具

糸氏製凸～],EI]先葺1j

化学,ゴ ム,石 油製品i
G

非金属鉱産物

基礎金属

資本=財

金属,機 械,運 輸設備

その他Il業

(出所♪1〕ANE

表7コ ロ ン ビア の 工 業 製 品 輸 出(単 位:百 万 ドル)

ll974198019841987

隠 ∴ 憾 両 側1振1謡16∴%
3。8.0146.7%;

　

1;19.6,21.2°0

168.4,25.69・ 〔,1　 　

272.2!4コ.39〔}

30.614.60石
　 　

14.Oi2.生 〔}bI

193.8129'49もi

25,8:3.996i

i_n

8.OIL29る

52.618、0%;
㍉1

52,618.O(↓61

26.1旨4、o%

603、4i50.3%…

313.8,26.2961

289.6124.1%1

379・7i31・6%…

14.91.2%旨

7盈.916.0%1

"11
.8118.2%1

　 　

7i.35。9軌61

3.80.39も1

137.911.5%1

ロ 　
137.9211。59161

　

78'9、6・69そ ～i

307.4125・9961

16LII13.fi%[
E

l46.3i12.39{ll

793.9L66.9961

7.7U.6%

71.416.Ociri

604.3,50.901

34,512,9%[

76.016.4%
　 ミ

55.7}4.7%i
　 　

55.7[4.79も1

29.92.5%1

514.Ol

198.4【

315.6[

924・2旨

17.9j

123・4旨

643.6

55.31

84.0

1UO.

100.5

63.3

32.1%

12.x%

19.7%

57.7%

1.1%

7.7%

40.Zio

3.5°i

5.`L°o

fi.3%a

6.3%

4.0%
一 一一1-一

を

達

成

し
た

の
に
比

べ

て
、

コ

ロ
ン
ビ

ア
は
技

術

へ
の
投

資

と
近
代

化

に

つ

い

て
積

極
的

で
は
な

か

っ
た
。

旧
式

な
設

備

が
生

産
方

式

を
支

配

し
、

生
産

物

の
品

質

は
劣

っ
て

い
た
。

生

産

は
少

数

の
比

較
的

規
模

の
大

き

い
⊥
業

グ

ル

ー
プ

に
集

中

し

て

い
た

の

で
実

質

的

競

争

は

ほ
と

ん
ど

み
ら

れ

な

か

っ

た
。

輸
人

代
替

L
業

化

政

策
を

基
盤

に
建

設

さ

れ
、

高

い
保
護

に
支

え
ら

れ

て

い
た

の

で
、

輸

出
競

争

力

は
む

し

ろ
低
ド

し
た
。

こ
の
た
め

コ

ロ
ン
ビ

ア

の
.L
業
部

門

は
近

年

そ

の
経
済

成
長

に
足

か

ぜ

と
な

っ
て

い
た

こ
と

は
.否

め

へ
れ

い

ず
、

近
代

化

と
.再
構
築

が
不

可
避

と

み

ら
れ

て

い
る
。

第
五

対

外

債

務

ラ

テ

ン

・
ア

メ

リ

カ

諸

国

が

対

外

債

務

サ

ー

ビ

ス
に
困

難

を

き

た

し

、

リ

ス

ケ

ジ

ュ
ー

リ

ン
グ

に
狂

奔

し

て

い
た

一
几

八

、
」年

に
、

コ

ロ

ン

ビ

ア

の

み

は

債

務

負

担

が

比

較

的

軽

く

、

ロ

ン

ド

ン

・
エ

コ
ノ

ミ

ス
ト

誌

も

ラ

テ

ン

.

　
れ

ね

ア

メ
リ

カ

の
三

一
力
国
中

最

も
危

険
度

が
低

い
国

と
評
価

し

た
。

債

務

額
自

体

少

な

く
、

一
九

八

〇
年

に
六

九

億

.五

六
〇

、カ

ド

ル
、

一
九

八

二
年

一
〇

二
億

六
九

〇

〇
万

ド

ル

に
と

ど
ま

っ
た
。

こ
れ

は

一
九

七
〇

年
代

に
借
入

れ

に

つ
い
て
か
な

り
慎
重

な
態
度

を

と

り
、

対

外
準

備

も
潤

沢

で
あ

っ
た

こ
と

か

ら
、

対

外

債
務

を
低

い
水
準

に
抑

え
え

た

た
め

で
あ

る
。
当

時

コ

ロ
ン
ビ
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ア
は
国
際
金
融
市
場

に
お
け
る
実
質
金
利
が
低
ド
し
、
外
国
か
ら
の
借
入
れ
が
有
利

に
な

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
借
入
を
要
求
せ
ず
、
国

際
金
融
界

で
の
信
用

の
維
持

を
弔
視

し
だ
。

そ
の
基
本
的
経
済
政
策

は
国
内

に
お
け

る
イ

ン
フ
レ
の
高
進
を
抑
え
る
た
め
財
政

・
金
融

の
引
締

め
を
優
先

さ
せ
た
。
従

っ
て

コ
ー

ヒ
ー
価
格

の
ヒ
昇

に
よ
り
国
際
収
支
が
好
転
し

た
と
き

に
も
、
国
内

で
の
過
剰
流
動
性
が
イ

ン
フ
レ
を
誘
発
す
る

こ
と
を
警
戒
し
、
国
内

金
利

の
引
ヒ
げ
お
よ
び
公
憧
疫

資

の
削
減
を
行
な

つ
へ燗
・
同
時

に
大
撰

な
税
制
改
薯

行
な

ぞ

財
政
赤
字

の
削
減

に
努
力
し
た
・

↓
九

八

〇
年

代
初

め

に

メ
キ

シ

コ
、

ブ

ラ
ジ

ル
、

ア
ル
ゼ

ン
チ

ン
な

ど

ラ
テ

ン

・
ア
メ
リ
カ

で
最
も

経

済
水

準

が
高

い
国

に
お

い

て
対

外
債

務

の
支

払

い
を

延
期

せ
ざ

る
を

え

な

く
な

っ
た
時

に
国
際

金

融
界

の
目

は

コ

ロ
ン
ビ

ア
に
注

が
れ

た
。

コ
ロ
ン
ビ

ア
の
債

務

サ
ー

ビ

ス

(利
子
支
払

い
分
)

の
輸
出

に
対
す

る
比
率

は

一
九

八

〇
年

代

前
半

に
平

均

一
八

%

の
水

準

に
あ

り
、

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ
カ
諸

国
中

最
も

安
全

性

の
高

い
国

と

み
ら

れ

て
い
た
。

一
九

八

〇
年
代

に
人

っ
て

ベ
タ

ン
ク

ー

ル
政
権

下

に
当

初

は
景
気

を
刺

激

す

る
財

政

・
金
融

政
策

を

実

施
し

た

の
で
財

政
赤

字

を
増

加

さ

せ
、

外
貨

危
機

を

生

じ

た
。

こ
れ

に
対

し

同
政

権

は

一
九

八

四
年
半

ば

に
政

策

を
転

換

し
、

増
税

と
歳

出

削

減
を

ね

ら
う
予

算

案
を

成

立

さ
せ

た
。
為

替

レ
ー
ト
を

イ

ン
フ
レ
率

を
上

回

る
率

で
切

下

げ

て
輸

出

を
増

加

し

た
。

こ
れ

ら

の
構

造

改
革

が
成
果

を

あ

ら
わ

し
、

一

九

八

六
年

か

ら
八
九

年

に
か

け

て
の
安

定
的

経

済
成

長

を
可

能

に
し

た
。

一
九

八
八

年

に
な

っ
て
も

コ

ロ
ン
ビ

ア
の
国
際

金

融
界

に
お

け

る
信

用

は

ラ

テ

ン

・
ア
メ

リ
カ

の
諸

国
中

最

も
高

か

っ
た
。

コ

ロ
ン
ビ

ア
は
…世
界

の
民
聞

銀

行

が
自

発
的

に
貸

付

け
う

る
対
象

国

と

し

て
ラ

テ

ン

・
ア

メ
リ
ヵ

で
唯

一
の
国

で
あ

り
、
世

界
銀

行

あ

る

い
は
そ

の

他

の
公

的
機

関

も

国
際

通

貨
基

金

の
意

向

を
改

め

て
問

う
ま

で
も

な

く
貸

付

け
を
行

な
う

こ
と

が

で
む

畑
。

し
か

し

コ

ロ
ン
ビ

ア
の
未

償

還
債

務

は

一
九

八

.
。年

以
降

徐

々

に
増

加

し

て

い
た
。

一
九

八
〇

年

に
対

外
債

務
残

高

は
六

四
億
五

七
〇

〇

万

ド

ル

で
あ

っ
た

も

の
が

一
九
八

八

年

に
は

一
六

四
億

三

四

〇
〇

万

ド

ル
、

一
九

九

〇

年

に
は

一
六

L

億

三
〇

〇

万

ド

ル
に

の
ぼ

っ
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表8コ ロン ビアの対 外債務

198219831984198519861987198819891990*1991

10,269

6,$19

3,454

年 末,百 万

11,45812,35914,06814,98715

7,$628,8291,64811,98212

3,5963,5213,153,UO53

ド ル

,66316,43416,01316,70316

,53013,06113,U6U13,914

,1333,3732,9532,739

一一 一　 刷 曜一}　一 』一}

対外債務総額

公的

民間

債務サービス

総額

償還

利r

公的債務サービス

償還

利F

61

}
、」

・

㎜

5

対外債務総額
財 憂「ま一画 一一 ヒ ス のqii

対 外 債 務 サ ー ビ ス1

琵lrお圏ユ三び ザ==百 ラぐあ軍研1

糸ピ屯イ…llf一支 子ムL、1

1,X77

430

1,147

936

336

soo

1,6471,8812,0432,399

636'7047501,084

1,0111,1771,231,315

98011821,4491,843

415562654936

565620795907

%

2,783,127x,7843,096

1,3851,7242,1421,454

1,3991,4031,5921,642

2,112,7802,9032,244

1,2551,6371,7161,296

1,1561、1431,187954

232.2302.8239.0314.2233.2229.8244.3218.0195.3

91引
___L_一

35.7

財お一よび=チー ビスの

暫 定

(出所)CEPAL

14.7

43.5

19.5

36.E

2D.7

45.6

26.9

37.3

18.E

40,8

17.9

X5.8

17.5

514

21.6

38.2

19.2 1

た
。

こ
れ
は

一
九
八
八
年

ま

で
の
輸
出

の
増
加
率
を
h
回
る
数
字

で
あ
り
、
債
務

サ
ー
ビ

ス
比
率
・は
八
八
年

に
四
五

・
八
%
、
八
九

年

に
五

一
・
四
%

に
上
昇

し
た
。

し
か
し
九
〇
年

に
は
輸
出

の
増

加
を
反
映
し

て
三
六

・
二
%

に
低
下
し
た
。

対
外
債
務

の
増
加
は
国
内
貯
蓄

の
不
足
を
示
し

て
い
る
が
、

従

来

の
政
府

の
穏
健
な
金
融
政
策
と
両
立
し
え
な

い
水
準

に
達
す
る

こ
と
が
憂
慮

さ
れ

て
廃

・

し
か
し
近
年
対
外
債
務
残
高

は
増
減

な
く

、

輸
出

の
増

加

と

あ

い
ま

っ
て
債

務

サ
ー

ビ

ス
比
率

は
低
ド

傾
向

を

み

せ

て
い
る
。

結

語

コ

ロ
ン
ビ

ア
は

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ
カ
諸

国
中

異

色

の
経

済
発

展

を

と
げ

て

い
る
。

イ

ン

フ

レ
に

つ
い
て
は

一
九

九

〇
年

の
年

率

三

二

・
四
%

か

ら
次

の
.
一年

間

に
二
〇

%
以
.下

に
抑

え

る
経

済
計

画

を
実

施

し

て
い
る
。

こ
れ

は
厳

し

い
通

貨
政

策

、

財

政
政

策

を
含

め
、

緊
縮

的

な
信

用
政

策

の
実

施

を
想

定

す

る
も

の

で
あ

る
。

特

に
財

政

政
策

に

つ
い
て
は
公

共
部

門

の
支
出

を

減

じ
、

税
制

の
効

率

化

を

は

か
る

こ
と

に
よ

っ
て
財

政
赤

字

の
削

減

を

は
か

っ
て

い



コロ ンビア経済 における安定 と成長25

る
。
ま
た
為
替

レ
ー
ト
の
引
上
げ
率
は

一
九
九

一
年
第

一
四
半
期

に
イ

ン
フ
レ
率

の
上
昇
よ
り
遅
れ

て
い
た
の
で
実
質
為
替

レ
ー
ト
は

一

九
九
〇
年
末

の
水
準
を
下
ま
わ

っ
て
い
た
。
輸
出
部
門

の
競
争
力

は
税

の
払

い
戻
し
や
輸
出
信
用
供
与
を
通
じ

て
維
持

さ
れ
た
。
賃
金
政

策

に

つ
い
て
は
、

一
九
九

一
年

に
最
低
賃
金

の
引
上
げ
を
認
め
た
が
、

そ
の
率

は

一
九
九
〇
年

の
イ

ン
フ
レ
率
を
大
幅

に
下
ま
わ

っ
て
い

(
46

)
た
。

こ
の
よ
う

に

コ

ロ
ン
ビ

ア
政

府

は

イ

ン
フ

レ
抑

制

を

ね

ら
う
措

置

を
次

々

に
打
出

し
、
物

価
上

昇

を
抑

え

る
努

力

を
続

け

て
い
る
。

こ
れ

は
他

の
多

く

の

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ
カ
諸

国

に
と

っ
て
追

随
す

る

こ
と
が

難

し

い
政

策

で
あ

り
、

イ

ン

フ
レ
抑

制

の
目

的

に
副

う
有
効

な
措

置

で
あ

っ
た
。

対

外
債

務

問
題

に

つ
い

て
み

れ

ば

コ

ロ
ン
ビ

ア
の
政

策

が

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
諸

国
中

最

も
健

全

な
方

策

で
あ

っ
た

こ
と

は
明

ら
か

で

あ

る
。

な
か

ん
ず
く

一
九

八

〇
年

代

と

い
う
対

外
債

務

問
題

が

ラ

テ

ン

・
ア

メ
リ
カ

に
と

っ
て
最

も

解
決

困
難

な
事

態

に
な

っ
て
い
た
と

き

に

コ

ロ
ン
ビ

ア
の
政

策

は
国

際
的

に
も
高

く

評
価

さ
れ

た
。

他
方

経
済

成

長
率

は

一
九

八

〇
年

代

に

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
諸

国
中

最
も

高

い
水
準

に
あ

っ
た

が

一
九
九

一
年

に
二

・
○

%

に
低
下

し

た
。

こ
れ

は

一
九
八

一
年

か
ら

一
〇

年
間

の
平
均

四

・
七

%

に
比

べ
て
著

し

く
低

い
数

字

で
あ

っ
た
。
農

業

は
ほ
と

ん

ど
三

%

の
成

長

で

あ

っ
て
、

コ
ー

ヒ
ー

の
生

産

増
加

に
負

う

て

い
る
。

し

か
し
他

の
諸
部

門

は
著

し

く
低

い
成

長

で
あ

っ
た
。
特

に
製
造

工
業

は

一
%

の
減

少

で
あ

っ
て
、
国

内
需

要

の
増

加

率

の
低
下

を

反
映

し

て
い
る
。

鉱

業

は

、
一%

の
成

長

に
と

ど

ま

り
、

一
九

八

三
年

以
来

最
低

の
数
字

で

あ

る
。

製

造

⊥
業

部

門

は

一
九

八
六

年
か

ら
成

長

率

を

回
復

し
、
工
業

製
品

の
輸
出

も

伸

び

た
が
、
成

長

を
持

続

す

る
動

き

は

み
せ

て
い
な

い
。

同

部

門

は

一
時
製

品

の
輸

出

を

増
加

し
、

輸
出

志

向

型

工
業
化

政

策

に
転

換

す

る

の

で
は
な

い
か
、

と

の
評

価

を
も

え

た
が
、

一
九

七

〇

年

代
後

半

の

コ
ー
ヒ

ー
価
格

の
急

騰

が

か
え

っ
て
工
業

化

推
進

の
芽

を
摘

ん

で
し

ま

っ
た

の
は
皮

肉

で
あ

っ
た
。

七

〇
年

代
後

半

か
ら

工

業
部

門

は
国

民
経
済

に
お
け

る
電

要
度

を

低

め

て
し

ま

っ
た
。

一
九

八

六
年

か
ら

工
業
化

は
再
度

活

発
化

す

る

か

に
み

え
た
が

、
輸

入
代
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替

工
業

の
性

格

を
濃

厚

に
し
、

L
業

製
品

輸

出

を
吋

能

に
す

る
構

造

の
再
構
築

は
難

し

い
状

況

に
あ

る
、

先
進

国

と
東

ア
ジ

ア
の
新
興

紅
業

国

は
新

技

術

と
経
営

手

法

の
改

革

に
レ
"
り
L
業

部
門

の
著

し

い
発

展

を
達

成

し

た
が
、

コ

ロ
ン
ビ

ア

は

こ

の
種

の
技

術

へ
の
投

資

あ

る

い
は
設
備

の
近
代

化

に
積

極

的

で

は
な

か

。
た
。

し

か
も

生
産

は
比
較

的
少

数

の
大

企
業

グ

ル
ー
プ

に

集

中

し

て
お

り
、

国
際

競

争

力

の
強
化

は
み

ら

れ
な

か

っ
た

。

コ

ロ
リ,'
ビ

ア

の
L
業

は
輸

入
代
替

r
業

を
基

盤

に
建
設

さ
れ
、

保
護

政
策

に
支

え
ら

れ

て
お

り
、

.
時

期

を
除

き
輸

出

に
は
積
極

的

で
な

か

っ
た
。

総
生

産

に
対

し

て
輸
出

は

一
九

し

、h
年

に
」

.
、五
%
、

一
九

八

六
年

に
は
六

騨
二

96
と

菩

し
く

低

い
水
準

に
あ

∴

伺。

輸

出

へ
の
消

極
性

は
貿

易
制

度

の
反

輸
出

傾

向
、

輸
出

を
支
持

す

る
イ

ン
フ
ラ

ス
ト

ラ
ク

チ

ャ
ー

の
不
備

、

直
接

外
国

投
資

と
技

術

導

入

を

抑

え

る
政

策

が
重

要

な
原

因

に
な

っ
て

い
る
。

さ
ら

に
内
向

き

の
経
済

成
長

に
馴

れ

た

コ

ロ
ン
ビ

ア
の

L
業

企
業
家

が
世
騨
市

場

で

ハや
い

競

争

す

る

に

つ
い
て
と

る

べ
き
策

を
知

ら
な

い
と

い
う

こ
と

も
指

摘

さ
れ

る
。

金

融

面

で
は
、

L
業
部

門

の
近

代
化

を

進

め
、

、再
構

築

す

る

た
め

の
、長
期

資

金

の
貸

付

は
行

な

わ
れ

ず
、
技

術

革
新

、
成

、長

お

よ
び

近

代
化

ハ、
の
刺

激

が

な

か

っ
た
。

ー

F
ー

(圖蕊

簑
昇
。
号

男
§

Φ
三
。
冒
身

㏄三

9

L
業
振
興
基
金
)
は
伝

統

的

に
中

期
資

金

と
r
業

化

の
た
め

ハ
ゆ

　

の
ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ー
資

本

を

供
給

し

た

が
、

そ

の
資
金

量

は
限

定

さ

れ

た
も

の

で
あ

っ
た
。

そ

の
結

果

コ

ロ
ン
ビ

ア
の
工
業

化

は
輸
入

代

替

型

と
な

り
、

国
際

的

競
争

力

を
欠

い
た

の
で
、

国
家

的

独
占

や
補

助
金

を

通

じ

て
保
護

を
続

け
な

け
れ

ば
な

ら

な

か

っ
た
。

従

っ
て

コ

ロ
ン
ビ

ア
の
工
業

を

よ

り
競

争

力

の
あ

る
も

の
と
し
、

国

民
経

済

に
お

け

る
L
業

部

門

の

地
位

を
高

め

る
た

め

に

は
L
業
部

分

の
再

構

築

が
不

可
欠

で
あ

る
。

そ

の
再

構

築

は
経

営

に
関

す

る
技

術

を
含

む
技
術

水
準

の
引

ヒ

げ
を

　
　

　

基

般
㎜
に
、
世

界

市
場

で
競

争

し
う

る
企
業

能

力

の
形

成

に
ま
た

な

け
れ
ば

な

ら
な

い
..

コ

ロ
ン
ビ

ア

の
経
済

政

策

は

イ

ン

フ
レ
抑

制

、
n

巾

化

の
必
要

性

の
認
識

、
債

務

の
自

制

な
ど

の
点

で
は
概

し

て
妥

当

な
方

向

に
,同

っ

て

い
た
が
、

工
業

化

に

つ
い
て
は
他

の
ラ

テ

ン

・
ア

メ
リ
カ
諸

国

と
同

様

に
輸
入

代
替

L
業
化

を

進

め
、

L
業

部
門

の
競

争
力

を
弱

め

て



(
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し

ま

っ
た

の

で
、

工
業

部

門

の
成

長

に
も

限
界

を
生

ず

る

こ
と

に
な

っ
た
。

一
九

八

〇
年

代

を
通

じ

て

コ
ロ

ン
ビ

ア
は

ラ

テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
諸

国
中

最

も
高

い
成

長

を
記

録

し

た
が
、

必

ず

し
も

そ
れ
が
堅

実

な
基

盤

の
上

に
実

現

さ
れ

た
と

は

い

い
難

く
、

一
九

九

一
年

に
は
早

く
も

成
長
率

の
低
下

を

ひ
き
お

こ
し
た
。

イ

ン

フ
レ
に

つ
い
て
は
比

較
的

健
全

な

政
策

を

と

り
続

け

た
が
、

.上
業

化

の
面

で
は

ラ

テ

ン

・

ア
メ
リ

カ

の
波

に

の
み

こ
ま
れ

、
成

果

を
あ

げ

る

こ
と

は

で
き
な

か

っ
た
.、
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